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専
決
処
分

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
受
け
入
れ
に
係
る
宿
泊
を
含
む
生
活

支
援
を
行
う
ほ
か
、
津
波
に
よ
り
岩
和
田
漁
港
内
に
砂
が
堆
積
し
、

早
期
に
浚
渫
が
必
要
な
事
か
ら
測
量
や
調
査
委
託
に
つ
い
て
、
専
決

処
分
を
し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
七
百
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総

額
を
三
十
一
億
五
千
七
百
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
三
年
度　

御
宿
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

平成２３年５月１７日（火）
第２回臨時会が開会され、専決処分の承認、条例改正、
一般会計補正予算が可決されました。

　

補
正
予
算

　

岩
和
田
漁
港
災
害
復
旧
の
ほ
か
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
夏
の
特
別

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
観
光
関
連
緊
急
活
性
化
対
策
と
し
て
、
観
光
協

会
宿
泊
部
や
町
内
各
店
舗
と
の
協
同
連
携
に
よ
る
町
内
で
利
用
で
き
る

ク
ー
ポ
ン
券
の
負
担
な
ど
、
観
光
業
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
各
産
業
が

深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
事
を
鑑
み
、
観
光
客
の
誘
致
や
産
業
基
盤
の

復
旧
な
ど
緊
急
か
つ
最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
等
に
つ
い
て
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
千
九
百
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
三
十
二
億
二
千
六
百
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
三
年
度　

御
宿
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

▲第２回 臨時会

第 2 回 臨時会
日程第1号　（5月17日）

　

条
例
改
正

　

震
災
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
の
特
例
措
置
を
定

め
た
地
方
税
の
改
正
法
が
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
七

日
に
公
布
さ
れ
た
事
か
ら
、
町
税
条
例
に
つ
い
て
も
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

御
宿
町
税
条
例
の
一
部
を

　
　

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

議
員
発
議

　

白
鳥
時
忠
議
員
よ
り
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
観
光
関
連
緊
急
活

性
化
事
業
に
対
し
て
国
・
県
・
及
び
御
宿
町
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
な
か
、

あ
ま
り
に
も
唐
突
に
本
案
件
を
上
程
す
る
こ
と
、
当
初
予
算
の
歳
入
減
収

が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
多
額
な
事
業
費
を
教
育
・
医
療
・
福
祉
等
様
々
な

可
能
性
が
あ
る
な
か
で
観
光
事
業
の
み
に
特
化
す
る
事
の
正
当
性
に
関
し

て
精
査
が
必
要
で
あ
り
、
緊
急
性
は
認
め
る
も
の
の
充
分
な
事
業
効
果
を

発
揮
す
る
と
は
認
め
が
た
い
事
か
ら
、
事
業
内
容
を
充
分
関
連
団
体
と
調

整
・
協
議
を
行
う
べ
き
と
考
え
、
本
予
算
か
ら
の
削
除
を
求
め
る
修
正
動

議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
修
正
動
議
は
賛
成
少
数
の
た
め
否
決
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度　

御
宿
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

第
二
号
に
対
す
る
修
正
動
議

委 員 会 報 告



　御宿台の環境整備について、町は学校用地等が４者協定
により公共的な用地として移管されるべきであるにもかか
わらず移管を受けず、造成後に登記されてから長期にわた
って施設整備がされないばかりか一部山林の状態となって
おり、著しく環境を害している。当初の目的の学校や保育
所の建設に至らなくても、芝生公園や市民農園など軽微な
整備で住民に利用されてしかるべきであった。
　環境保全についても4者協定、御宿町環境保全条例に基
づき指導するべきであるにもかかわらず、未整備のまま放

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置され指導を怠っていたことは適切さを欠いた対応であり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　速やかに整備すべきである。
　今後、御宿台の環境整備について適切に指導し、より一層の環境保全に努めるとともに、年度計画の提出を
依頼されたい。
　御宿台の固定資産税賦課事務については、平成18年に4者で取り交わした確認書において、学校用地等は造成
工事の完了を確認し、協議により用途変更が可能となったこと及び現況からの判断により、本来であれば宅地
課税が適当と判断される。また、このような確認書は疑義を生ずる文面となっており、今後は第三者（弁護士
や議会）の意見を取り入れ、町の利益保全に充分注意されたい。
　町は地方税法に定める課税権により、御宿台の学校用地等の課税については、その土地に建物が建築さ
れるか販売される等の利用状況及び宅地と認定するのに充分ではない現況を踏まえて、雑種地課税とした
ものである。
　御宿台での過去の経緯においても、開発区域が宅地に統一して登記され、千葉県から所有権移転された当初
はすべて雑種地課税され、区画ごとに分筆されて造成が完了し、販売できる状況になって雑種地課税から宅地
課税に変更している。学校用地等は引き続き何ら利益を生まない土地であるが、雑種地としての現況課税は一
般町民から見て不公平感を持つものである。
　御宿台で広大な土地が長期にわたって不適切な状態に置
かれていたことは、町としても大きな損失であり、一刻も
早くその是正が求められる。
　今後、4者協定の中で適正な利用目的を定め、それに伴
う税体系に速やかに移行し、不公平感の解消に努めていた
だきたい。また、御宿町全域を考えた場合には、登記地目
が宅地である土地の現況による雑種地課税については疑義
を生じる場合もあるため、御宿台のみの認定基準ではなく
町全体としての認識をし、その認定には慎重かつ適切に行
われるべきである。

　御宿台環境整備と固定資産税賦課事務等に関する調査特別委員会

　委員長／石井芳清　　副委員長／白鳥時忠　　委　員／貝塚嘉 ・新井　明・小川　征・川城達也　
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日程第1号　（6月16日）

第 2 回 定例会
平成 23 年第 2 回定例会において、
委員会活動報告を行いました。　

※報告内容は要約して掲載しています。

委 員 会 報 告

御宿台環境整備と固定資産税賦課事務等に関する調査特別委員会

▲調査特別委員会

▲議会による現地視察
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議会改革委員会

　議会改革委員会は、協議の中で、議員定数、報酬、政務調査費、常任委員会や一般質問における反問権、議
員同士の討論、議会・議員を評価する制度、情報発信としてのホームページの活用などについて検討してきました。
　6月議会に報告する項目は、定数、報酬、政務調査費、常任委員会についてです。

【１．定数について】
　定数減を求める要望書も提出されたが、平成10年10月に16名から14名に、平成18年3月に14名から12名に減ら
した経緯があり、民意（選挙）を酌み取るためにはこれ以上の減は考えづらく、現状の人数が適切であると考
える。町民からは、議員の数より議員の資質が問われており、議員・議会がみずから身を律して前向きに活動
し、報告を行うなど、住民の負託にこたえる議会が求められる。定数については、こうしたことを踏まえ、今
後も町民の意見を取り入れて検討していくものとする。
【２．報酬について】
　東日本大震災に対する復興等の影響により、地方交付税等の歳入の減額が見込まれる。今後、公務員給与が
削減された場合、議員報酬もそれに準じた取り扱いが必要になる。状況がはっきりしてきたときに見直しを考
えるものとする。
【３．政務調査費について】
　平成13年4月1日から月額5,000円、平成21年4月1日から月額3,500円と減らし、領収書の添付を義務づけるなど
透明性を高めてきた。調査費としては充分とは言えないが、増額する状況にはなく現状のままとする。
【４．常任委員会について】
　本来であれば議員の定数を増やすべきという意見もある中
で、平成18年の地方自治法改正で委員会の兼務が可能となった
ことにより、常任委員会は３つのままで1人が２つの委員会
に属するようにする。常任委員会の委員定数は８人とし、広
く意見を聞き議会の活性化につなげる。
　６月議会に御宿町議会委員会条例の改正案を提出する。

議会改革委員会　

委員長／石井芳清　　副委員長／中村俊六郎

委　員／新井　明・小川　征・白鳥時忠
▲議会改革委員会

議会改革委員会　開催状況（Ｈ 23.8.1 現在）

第 １回　平成 23 年 1 月 24 日（月）	 第 ６ 回　平成 23 年 5 月 25 日（水）
第 ２回　平成 23 年 2 月 17 日（木）	 第 ７ 回　平成 23 年 6 月  2 日（木）
第 ３回　平成 23 年 2 月 24 日（木）	 第 ８ 回　平成 23 年 6 月 28 日（火）
第 ４回　平成 23 年 3 月 11 日（金）※	 第 ９ 回　平成 23 年 7 月 13 日（水）
　　　　 ※地震により途中で閉会		  第10 回　平成 23 年 7 月 22 日（金）
第 ５回　平成 23 年 5 月 11 日（水）
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輝きに満ちた活力ある町づくりに向け

5名の議員が

小
川　

征 

議
員

　

危
機
管
理
に
つ
い
て

Ｑ
御
宿
町
沿
岸
に
津
波
警

報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
、
災
害
時

の
危
機
管
理
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

Ａ
大
津
波
・
津
波
警
報
を

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
防
災
行
政
無
線
か

ら
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
、
高

台
に
避
難
を
呼
び
か
け
、
津

波
の
到
達
時
間
な
ど
情
報
が

入
り
次
第
伝
達
し
ま
す
。
災

害
対
策
本
部
の
設
置
、
情
報

収
集
、
役
場
拠
点
の
機
能
維

持
を
確
保
し
、
職
員
は
昼
夜

を
問
わ
ず
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
行
動
し
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

初
動
体
制
が
最
も
重
要
で
あ

り
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応

を
と
れ
る
よ
う
に
、
組
織
や

人
事
編
成
、
非
常
時
の
権
限

整
備
な
ど
災
害
危
機
に
備
え

ま
す
。（

答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
県
の
防
災
計
画
の
根
本
的

な
見
直
し
を
踏
ま
え
、
町

地
域
防
災
計
画
へ
ど
う
反
映
し
、

見
直
し
を
進
め
る
の
か
。

Ａ
県
の
防
災
計
画
の
見
直

し
は
、
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
、
平
成
二
十
三
年

度
か
ら
津
波
想
定
波
高
の
見

直
し
、
液
状
化
対
策
に
つ
い

て
検
証
を
進
め
、
現
在
、
見

直
し
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
地
域
防
災
計
画
は
、
県

防
災
計
画
に
準
則
し
一
体
的

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
県
の
防
災
計
画
の
見

直
し
の
内
容
を
注
視
し
て
い

き
ま
す
。
本
年
度
は
津
波
避

難
計
画
の
策
定
と
資
料
収
集

等
検
証
作
業
を
進
め
、
平
成

二
十
四
年
度
に
見
直
し
を
終

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

等
の
避
難
対
象
地
域
の

見
直
し
は
行
う
の
か
。

Ａ
町
で
は
過
去
最
大
八

メ
ー
ト
ル
の
津
波
を
も

た
ら
し
た
延
宝
地
震
・
元
禄

地
震
を
想
定
し
、
県
の
浸
水

被
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

も
と
に
平
成
二
十
年
度
町
の

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
ま
し
た
。
今
後
、
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
教
訓

に
津
波
高
の
設
定
に
つ
い
て

ど
う
す
る
の
か
、
県
や
近
隣

市
町
の
動
向
を
踏
ま
え
、
避

難
対
象
地
域
の
見
直
し
を
進

め
ま
す
。（

答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
避
難
路
・
避
難
場
所
の

見
直
し
は
行
う
の
か
。

Ａ
津
波
想
定
波
高
を
現

在
の
八
メ
ー
ト
ル
か

ら
、
仮
に
十
メ
ー
ト
ル
と
し

た
場
合
は
、
津
波
浸
水
距
離

が
長
く
な
り
避
難
対
象
地
域

も
拡
大
す
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
へ
の

避
難
場
所
の
変
更
や
避
難
路

の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
津
波
避
難
計
画
の
検
討

時
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
見
直
し
作
業
と
あ
わ
せ
一

体
的
に
進
め
ま
す
。

　
（
答
弁
…
総
務
課
長
）

※一般質問の内容は要約して掲載しています。

第 2 回 定例会日程第1号　（6月16日）

▲津波避難計画策定に係るワークショップ

一 般 質 問
▲第２回 定例会
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さ
れ
、
時
間
的
余
裕
が
確
実

視
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
御
宿

小
学
校
と
連
携
し
中
学
校
へ
の

避
難
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
災
害
時
要
支
援
者
避
難

支
援
個
別
計
画
の
進
捗
と

具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど
う

す
る
か
。

Ａ
昨
年
度
か
ら
民
生
委
員

へ
の
説
明
会
や
関
係
機

関
と
個
別
の
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
支
援
体

制
や
方
法
は
、
要
援
護
者
の

環
境
や
生
活
状
況
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
、
要
援
護
者

の
住
居
や
支
援
の
状
況
を
把

握
で
き
る
台
帳
を
、
個
人
情

報
に
配
慮
し
な
が
ら
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

　

台
帳
な
ど
の
活
用
は
、
地

元
消
防
団
や
各
区
長
、
警
察

な
ど
の
避
難
支
援
関
係
者
と

情
報
の
共
有
を
し
、
本
年
度

中
に
台
帳
の
作
成
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
避
難
誘
導
看
板
を
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
基
準
で
整
備

を
進
め
る
の
か
。

Ａ
避
難
誘
導
看
板
は
、
震

災
や
風
水
害
等
の
災
害

発
生
時
に
安
全
な
場
所
へ
誘

導
す
る
案
内
看
板
で
す
。
地

元
に
精
通
し
た
各
区
役
員
、

自
主
防
災
会
、
消
防
団
等
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

避
難
場
所
や
避
難
路
の
再
検

討
を
進
め
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
備
蓄
し
て
い
る
緊
急
救
援

物
資
や
災
害
時
の
飲
料

水
・
生
活
用
水
の
供
給
は
ど

の
く
ら
い
の
避
難
者
に
対
応

し
て
い
る
か
。

Ａ
緊
急
救
援
物
資
や
災
害

時
の
飲
料
水
、
生
活
用

水
の
供
給
は
、
乾
パ
ン
千
四

百
六
十
二
食
、
飲
料
水
五

百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
二
千
本
、

生
活
水
は
四
千
六
百
リ
ッ
ト

ル
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
避
難
者
用
の
毛
布
六
百

五
十
枚
、
簡
易
ト
イ
レ
二
十

個
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
者
へ
の
供
給
は
、
一

日
二
食
、
飲
料
水
を
一
．
五

リ
ッ
ト
ル
と
し
た
場
合
は
約

七
百
名
の
避
難
者
へ
対
応
が

可
能
で
す
。
災
害
発
生
か
ら

二
日
分
の
食
料
と
飲
料
水
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
不
足
す
る
備
蓄
物
資
等

に
つ
い
て
計
画
的
に
整
備
を

進
め
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
た
実
践
的
な
防
災
訓
練

を
実
施
す
る
の
か
。
実
施
す

る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
訓

練
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
を
教
訓
と
し
た
実
践

的
な
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ

い
て
、
毎
年
九
月
一
日
の
防

災
の
日
を
基
準
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
が
災
害
被
害
を

最
小
限
に
止
め
る
た
め
、
町
、

自
主
防
災
会
、
消
防
団
が
連

携
し
た
津
波
避
難
訓
練
、
水

防
訓
練
、
心
肺
蘇
生
法
、
初

期
消
火
訓
練
等
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
各
種
災
害
協
定
の
状
況
と

今
後
の
予
定
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
大
規
模
災
害
が
発
生
す

る
と
被
害
も
多
岐
の
分

野
に
わ
た
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
や
情
報
網
の
途
絶
、
庁
舎

や
公
共
施
設
の
損
壊
、
職
員

の
負
傷
な
ど
、
被
災
自
治
体

の
災
害
対
応
能
力
は
著
し
く

低
下
し
ま
す
。　
　

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処

す
る
た
め
、
千
葉
県
及
び
県

内
の
市
町
村
間
で
は
、
災
害

時
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。

　

医
療
体
制
は
、
夷
隅
郡
市

医
師
会
と
、
診
療
活
動
や
医

療
品
の
確
保
等
に
つ
い
て
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。　

　

物
資
は
、
町
内
小
売
店
三

店
、
事
業
所
二
事
業
所
と
食

料
や
生
活
必
需
品
等
の
確
保

に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。

　

復
旧
体
制
は
、
夷
隅
建
設

連
合
協
同
組
合
と
災
害
時

に
お
け
る
応
急
工
事
や
復
旧

活
動
等
に
つ
い
て
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。
一
時
避
難

所
と
し
て
宿
泊
・
入
浴
の
受

け
入
れ
協
定
を
三
事
業
所
と
、

郵
便
局
と
は
情
報
提
供
、
支

援
物
資
集
積
場
所
等
の
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

耐
震
基
準
を
満
た
す
高
層

の
建
築
物
に
つ
い
て
、
津
波

の
際
、
緊
急
避
難
場
所
と
し

て
の
協
定
締
結
に
向
け
て
協

議
を
進
め
て
お
り
、
既
に
マ

ン
シ
ョ
ン
二
件
と
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

避
難
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
園
児
・
児
童
の
避
難
訓
練

の
誘
導
及
び
避
難
場
所
に

つ
い
て

Ａ
保
育
所
は
、
月
一
回
の

訓
練
を
三
月
十
一
日
以

後
は
月
二
回
と
し
、
津
波
を

想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

岩
和
田
保
育
所
で
は
、
津

波
・
大
津
波
の
警
報
が
発
令

さ
れ
た
場
合
は
、
保
育
所
職

員
が
園
児
を
背
中
に
お
ぶ
い
、

避
難
用
の
台
車
に
数
名
乗
せ
、

旧
岩
和
田
小
学
校
に
避
難
し

ま
す
。

　

御
宿
保
育
所
で
は
、
津
波

警
報
発
令
の
場
合
は
、
保
育

所
職
員
が
誘
導
し
、
隣
の
御

宿
小
学
校
の
屋
上
へ
避
難
し

ま
す
。
大
津
波
警
報
が
発
令

▲津波避難訓練



き
に
一
部
防
波
堤
を
越
え
た

波
が
押
し
寄
せ
、
地
域
住
民

の
要
望
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
浜
海
岸
の
護
岸
の
か
さ
上

げ
を
防
災
対
策
上
危
険

な
た
め
に
行
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

岩
和
田
海
岸
は
ど
う
認
識
し

て
い
る
の
か
。

Ａ
浜
海
岸
の
天
端
の
高
さ

は
、
東
京
湾
平
均
潮
位

プ
ラ
ス
六
メ
ー
ト
ル
、
岩
和

田
海
岸
の
護
岸
の
天
端
の
高

さ
は
プ
ラ
ス
五
．
六
メ
ー
ト

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
波
が

防
波
堤
を
越
え
る
条
件
は
防

波
堤
の
高
さ
や
砂
の
幅
、
海

底
の
起
伏
状
況
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
が
想
定
さ
れ
、
非

常
に
判
断
が
難
し
い
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
岩
和
田
海
岸
、
浜
海
岸
に

あ
る
護
岸
の
背
後
は
、
護

岸
天
端
よ
り
下
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装
等
の
側
溝
が
あ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

本
来
、
高
潮
・
津
波
越
波
を

排
水
処
理
し
、
背
後
地
が
崩

7

風
に
よ
る
波
返
し
の
返
し
の

部
分
の
砂
を
片
づ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
被
害

が
軽
減
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

定
期
的
に
砂
の
片
づ
け
を

実
施
し
、
保
全
管
理
に
努
め

ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

消
防
団
安
全
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

津
波
警
報
に
お
け
る
消
防

団
の
活
動
で
多
数
の
団
員
が

被
災
し
ま
し
た
が
、
御
宿
で

津
波
警
報
が
発
生
し
た
場
合

の
団
員
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
見
直
し
を
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
震
災
の
教
訓
か
ら
、
消

防
団
員
は
率
先
た
る
避

難
者
に
な
る
こ
と
も
住
民
の

避
難
を
誘
導
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
住
民
を
守
る
た

め
、
消
防
団
が
第
一
に
自
分

の
身
の
安
全
の
確
保
を
優
先

し
、
災
害
時
に
お
い
て
消
防

団
員
の
二
次
的
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
消
防
団
本
部
を
通
じ
て
、

会
議
や
訓
練
に
お
い
て
周
知

徹
底
を
図
り
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

御
宿
町
海
岸
部
の
防
災

対
策
に
つ
い
て

Ｑ
岩
和
田
海
岸
と
浜
海
岸
に

漁
業
区
域
の
海
岸
保
全
施

設
護
岸
が
あ
り
、
温
暖
化
の

影
響
な
の
か
、
建
設
当
時
の

標
準
潮
位
よ
り
も
水
位
が
高

く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
町
は

現
況
の
護
岸
の
高
さ
で
高
潮
・

津
波
に
対
応
で
き
る
と
認
識

し
て
い
る
の
か
。

Ａ
堤
防
高
の
設
定
は
、
朔

望
平
均
満
潮
位
、
い
わ

ゆ
る
新
月
及
び
満
月
の
日
か

ら
五
日
以
内
に
現
れ
る
各
月

の
満
潮
位
の
平
均
を
基
準
と

し
て
、
高
潮
等
を
考
慮
し
た

東
京
湾
平
均
潮
位
よ
り
五

メ
ー
ト
ル
の
天
端
の
高
さ
で

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
の
単
独
事
業
で
、
岩
和
田

地
区
は
六
十
セ
ン
チ
の
か
さ

上
げ
、
浜
地
区
は
一
メ
ー
ト

ル
の
か
さ
上
げ
工
事
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
高
潮
対
策
は

完
了
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
浜
海
岸
は
一
メ
ー
ト
ル
か

さ
上
げ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
経
緯
は
何
か
。

Ａ
か
さ
上
げ
し
た
経
緯
は

浜
海
岸
の
砂
浜
の
浸
食

や
当
時
の
台
風
の
大
波
と
風

向
き
の
条
件
が
重
な
っ
た
と

れ
な
い
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
現
状
は

埋
め
立
て
ら
れ
て
駐
車
場
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
波
の
際
、

防
災
上
問
題
が
な
い
と
考
え

て
い
る
の
か
。

Ａ
岩
和
田
海
岸
、
浜
海
岸

は
、
過
去
の
工
事
図
面

を
見
る
と
、
浜
地
区
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
舗
装
と
側
溝
が

整
備
さ
れ
、
岩
和
田
地
区
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
舗
装
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装
の
役
割
は
、
越

波
し
た
海
水
に
よ
る
構
造
物

の
裏
側
の
洗
掘
防
止
、
も
う

一
点
が
保
守
管
理
上
の
た
め
、

ま
た
側
溝
は
越
波
し
た
海
水

を
海
に
戻
す
役
割
を
果
た
す

も
の
で
す
。

　

浜
地
区
に
側
溝
が
設
計
さ

れ
た
理
由
は
、
背
後
地
が
岩

和
田
よ
り
も
低
い
こ
と
か
ら

計
画
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
現
在
は
駐
車
場
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

岩
和
田
地
区
は
舗
装
面
が
海

側
に
二
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
の

勾
配
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
一
定
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
こ
の
埋
め
立
て
の
影
響
に

関
し
て
、
越
波
し
た
海

水
処
理
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

強
風
時
の
飛
砂
防
止
に
多
大

な
影
響
と
周
辺
へ
の
被
害
を

発
生
さ
せ
、
道
路
交
通
、
排

水
溝
の
埋
設
等
支
障
を
来
し

て
い
ま
す
が
、
町
で
は
ど
う
認

識
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
飛
砂
の
軽
減
の
方
法
は
、

南
風
を
海
側
に
返
す
方

法
が
一
番
重
要
な
こ
と
と
考

え
ま
す
。
長
い
間
吹
い
た
南

▲浜海岸の護岸
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一
時
五
十
分
に
、
大
津
波

警
報
か
ら
津
波
注
意
報
に
切

り
か
わ
り
、
二
時
二
十
五
分

災
害
対
策
本
部
会
議
を
開
き
、

避
難
所
の
閉
鎖
及
び
避
難
勧

告
の
解
除
、
避
難
者
の
帰
宅

支
援
、
全
避
難
者
が
帰
宅
を

も
っ
て
撤
収
す
る
こ
と
を
指
示
。

県
、
警
察
、
報
道
機
関
、
住

民
等
の
問
い
合
わ
せ
が
な
く

な
り
ま
し
た
の
で
、
六
時
に

解
散
し
ま
し
た
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
今
回
の
災
害
で
わ
か
っ

た
の
は
、
大
体
二
十
分

か
ら
三
十
分
で
迅
速
か
つ
安

全
に
避
難
場
所
に
避
難
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

　

防
災
無
線
に
よ
る
警
報
や

避
難
指
示
、
連
絡
体
制
、
避

難
経
路
の
確
保
、
誘
導
方
法
、

移
動
手
段
に
つ
い
て
。
ま
た
、

発
電
機
、
資
材
等
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

Ａ
大
地
震
が
発
生
し
た
場

合
に
安
全
な
場
所
へ
迅

速
に
避
難
さ
せ
る
た
め
平
常

時
か
ら
住
民
に
対
し
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
所
、

避
難
経
路
及
び
避
難
時
の
留

Ｑ
町
長
は
、
現
状
の
認
識

は
十
分
理
解
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
防
災
上
の
観

点
か
ら
早
急
に
見
直
し
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
を

改
修
す
る
か
し
な
い
か
、
改

修
す
る
の
で
あ
れ
ば
３
カ
年

実
施
計
画
に
記
載
し
、
何
年

度
に
実
施
す
る
か
を
答
弁
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
岩
和
田
海
岸
は
基
準
高

が
、
現
在
の
高
さ
で
五
．

六
メ
ー
ト
ル
、
浜
が
六
メ
ー

ト
ル
で
す
。
六
メ
ー
ト
ル
ま

で
で
す
と
協
議
は
必
要
な
い

と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

岩
和
田
海
岸
の
駐
車
場
の

高
さ
か
ら
四
十
セ
ン
チ
以
上

上
げ
た
場
合
は
、
県
と
の
協

議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
先
々
の
災
害
に
対
す
る

考
え
方
の
中
で
、
今
ま
で
の

基
準
の
変
更
を
お
願
い
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
も
含
め
て
県
と
の
協
議
に

な
り
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

　

東
日
本
大
震
災
、
福

島
原
発
事
故
と
地
域
防

災
の
検
証
及
び
再
検
討

に
つ
い
て

Ｑ
東
日
本
大
震
災
を
期
し

て
、
沿
岸
地
帯
の
防
災
体

制
、
計
画
は
見
直
し
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
は
、
従
来
の
防
災

の
基
本
概
念
を
根
底
か
ら
覆

す
大
災
害
で
す
。

　

御
宿
町
の
生
活
の
根
源
は

海
と
川
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
自
然
の
力
の
大
き
さ
を

再
認
識
し
た
今
、
ど
の
よ
う

な
防
災
・
災
害
計
画
が
現
実

的
な
の
か
、
再
度
町
民
全
員

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
災
害
の
教
訓
は
ま
ず

逃
げ
る
こ
と
、
避
難
が
一
番

最
優
先
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

避
難
に
関
し
て
お
聞
き
し

た
い
の
と
、
三
月
十
一
日
か

ら
の
町
の
災
害
に
対
す
る
対

応
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ａ
三
月
十
一
日
の
津
波
・

大
津
波
警
報
に
つ
い

て
、
防
災
行
政
無
線
や
広
報

車
、
消
防
車
に
よ
り
、
海
岸

付
近
の
住
民
や
津
波
被
害
の

お
そ
れ
の
あ
る
地
区
を
中
心

に
、
海
岸
及
び
河
川
か
ら
離

れ
高
台
へ
の
避
難
を
広
報
し

ま
し
た
。

　

三
月
十
一
日
二
時
四
十

六
分
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
．

四
の
地
震
が
発
生
、
御
宿
町

は
震
度
四
。
二
時
四
十
九
分

に
津
波
警
報
発
令
、
到
達
予

想
時
間
は
九
十
九
里
外
房
地

域
は
三
時
二
十
分
。
二
時
五

十
五
分
に
役
場
消
防
隊
が
集

合
、
海
岸
及
び
河
川
付
近
か

ら
の
避
難
啓
発
を
実
施
。
三

時
十
分
に
旧
岩
和
田
小
学

校
体
育
館
に
避
難
所
を
開

設
。
三
時
十
八
分
、
災
害
対

策
本
部
の
設
置
、
第
三
配
備

体
制
を
伝
達
。
三
時
二
十
分

に
、
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
、
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
御
宿
町
役

場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
御
宿

台
集
会
所
に
避
難
所
を
開
設
。

四
時
十
分
に
広
域
消
防
御
宿

消
防
署
員
二
名
が
災
害
対
策

本
部
へ
合
流
。
四
時
三
十
五

分
に
避
難
勧
告
の
発
令
、
四

時
四
十
分
、
消
防
団
の
海
岸

警
戒
は
、
二
分
団
、
四
分
団
、

七
分
団
が
あ
た
り
、
地
域
内

の
警
戒
で
一
分
団
、
八
分
団

が
あ
た
り
ま
し
た
。
五
時
二

十
四
分
に
道
路
、
水
道
点
検

異
状
な
し
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

六
時
に
避
難
所
へ
毛
布
、

乾
パ
ン
、
飲
料
水
の
配
布
。

七
時
、
第
三
配
備
体
制
を
指

示
。
八
時
に
避
難
所
の
点
検
、

自
主
避
難
所
を
町
長
が
巡
回

し
ま
し
た
。

　

三
月
十
二
日
、
早
朝
六
時
、

避
難
所
の
住
民
は
百
六
名
で

し
た
。
八
時
に
防
災
無
線
放

送
で
避
難
勧
告
と
避
難
所
の

開
設
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
、

公
民
館
、
資
料
館
、
海
洋
セ

ン
タ
ー
、
保
育
所
、
児
童
館

の
臨
時
休
業
を
あ
わ
せ
て
周

知
し
ま
し
た
。

　

九
時
に
災
害
対
策
本
部
会

議
を
開
き
、
第
三
配
備
体
制

の
継
続
、
夜
八
時
よ
り
十
二

時
間
勤
務
体
制
で
二
体
制
と

す
る
こ
と
を
通
達
し
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
の
点
検
ま
た
被

害
状
況
調
査
、
報
告
に
つ
い

て
、
九
時
半
現
在
で
指
示
を

し
ま
し
た
。

▲岩和田海岸の護岸

瀧
口
義
雄 

議
員
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計
画
に
、
他
地
区
被
災
者
の

避
難
場
所
と
し
て
御
宿
台

集
会
所
の
利
用
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
被
災
者
の
受
け
入

れ
、
援
助
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
御
宿
台
集
会
所

を
避
難
所
の
指
定
に
向
け
て

協
議
を
進
め
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
災
害
協
定
に
つ
い
て

Ａ
津
波
の
一
時
避
難
場
所

と
し
て
、
町
内
の
マ
ン

シ
ョ
ン
七
棟
と
協
定
の
締
結

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
二
棟
と
協
定
の
締
結
が

終
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
地
域
消
防
団
、
広
域
消
防

団
、
自
主
防
災
組
織
の

装
備
品
、
配
備
状
況
と
今
後

の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

消
防
団
の
無
線
は
年
代
も

の
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
等
の

対
応
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま

す
。

バ
ッ
テ
リ
ー
対
応
と
な
っ
て

お
り
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
情

報
伝
達
が
可
能
で
す
。
さ
ら

に
確
実
な
情
報
伝
達
と
し
て
、

各
家
庭
に
設
置
す
る
戸
別
受

信
機
の
普
及
に
努
め
て
い
ま

す
。
そ
の
他
避
難
地
に
お
け

る
情
報
伝
達
手
段
、
ま
た
被

災
状
況
の
収
集
の
た
め
防
災

行
政
無
線
移
動
系
の
積
載
車

や
、
携
帯
用
防
災
行
政
無
線

の
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

意
事
項
に
つ
い
て
広
報
し
ま
す
。

　

町
内
の
学
校
、
事
業
所
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
交

通
機
関
等
、
多
人
数
が
集
ま

る
場
所
の
責
任
者
と
密
に
連

絡
し
、
避
難
等
の
対
応
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

　

町
地
域
防
災
計
画
に
避

難
場
所
は
十
二
ヵ
所
、
二
万

六
千
七
百
二
十
人
の
収
容
人

員
で
、
避
難
所
は
十
一
ヵ
所
、

収
容
人
数
は
三
万
千
五
百
九

十
人
で
す
。

　

津
波
に
備
え
て
日
頃
か

ら
安
全
な
避
難
場
所
は
ど
こ

が
よ
い
の
か
家
庭
で
話
し
合

い
、
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
、

時
間
な
ど
を
認
識
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
津
波
に
よ
る

避
難
の
手
段
は
、
河
川
を
背

に
し
て
高
い
方
向
に
逃
げ
る

の
が
通
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
で
の
避
難
は

事
故
や
渋
滞
に
よ
り
動
け
な

い
こ
と
か
ら
原
則
使
用
せ
ず
、

徒
歩
に
よ
る
避
難
が
重
要
で

す
。

　

備
蓄
備
品
に
つ
い
て
、
発

電
機
は
消
防
団
詰
所
に
一
基

ず
つ
配
備
、
情
報
発
信
を
行

う
役
場
も
、
停
電
や
甚
大
な

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
と
し
て
、
連
続
二
十
時
間

使
用
で
き
る
自
家
用
発
電
機

を
配
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

千
葉
県
か
ら
の
情
報
受
信
装

置
と
し
て
県
防
災
行
政
無
線

を
配
備
し
て
い
ま
す
。
役
場
、

御
宿
小
学
校
、
布
施
小
学
校
、

旧
岩
和
田
小
学
校
に
備
蓄
資

材
を
備
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
御
宿
台
集
会
所
は
企
業

の
所
有
で
す
。
今
回
、
多

く
の
住
民
が
避
難
し
、
区
役

員
も
初
め
て
の
事
態
で
対
応

に
追
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
御
宿
台
集
会
所
を
避
難

所
と
し
て
指
定
契
約
す
る
の

か
、
各
避
難
所
と
同
様
に
受

け
入
れ
体
制
の
協
議
も
必
要

で
は
な
い
か
。

Ａ
御
宿
台
区
の
集
会
所
は
、

他
地
区
に
比
べ
て
海
抜

も
高
く
、
災
害
の
被
害
が
少

な
い
地
域
で
す
。
津
波
発
生

の
際
は
沿
岸
の
地
区
が
被
害

を
受
け
る
可
能
性
も
あ
り
、

御
宿
台
多
目
的
広
場
は
津
波

に
よ
る
一
時
避
難
場
所
と
し

て
指
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

御
宿
台
自
主
防
災
防
犯

Ａ
消
防
車
両
は
、
消
防
団

が
ポ
ン
プ
車
六
台
、
水

槽
付
き
ポ
ン
プ
車
一
台
、
小

型
ポ
ン
プ
積
載
車
一
台
、
小

型
ポ
ン
プ
が
三
台
、
役
場
消

防
隊
は
投
光
機
付
き
消
防

車
一
台
、
指
揮
車
一
台
、
防

災
広
報
車
一
台
、
広
域
御
宿

分
署
が
水
槽
付
き
ポ
ン
プ
車

一
台
、
連
絡
車
一
台
を
配
備
。

無
線
は
、
消
防
団
と
役
場
の

車
両
に
装
備
し
、
災
害
発
生

時
に
相
互
の
連
絡
が
行
え
ま

す
。

　

資
材
備
蓄
品
は
、
三
連
は

し
ご
、
切
断
器
具
、
油
圧
器

具
、
隊
員
保
護
用
具
、
水
難

救
助
用
具
、
そ
の
他
警
防
器

具
や
破
壊
器
具
を
配
備
し
て

い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
は
、

各
地
区
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ス

コ
ッ
プ
、
拡
声
器
等
の
防
災

用
品
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
間
の
情
報
伝
達
に

無
線
機
を
配
備
し
て
か
ら
二

十
年
以
上
経
ち
ま
す
。
今
後
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
、
町

全
体
の
防
災
無
線
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
を
目
安
に

計
画
を
進
め
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
夜
間
時
、
ま
た
停
電
時

の
防
災
無
線
の
機
能
は

ど
う
か
、
屋
外
受
信
機
、
戸

別
受
信
機
は
ど
の
く
ら
い

入
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
町
の
情
報
連
絡
体
制
は
、

役
場
庁
舎
を
親
局
と
し

て
子
局
二
十
七
局
を
開
設
。

災
害
発
生
時
に
は
緊
急
の
情

報
伝
達
手
段
、
安
全
確
保
広

報
手
段
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

停
電
時
、
庁
舎
親
局
は
自

家
用
発
電
機
の
対
応
と
な
っ

て
お
り
、
連
続
二
十
時
間
の

通
信
が
可
能
で
、
子
局
も

▲戸別受信機
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十
万
五
千
円
、
児
童
福
祉
費

で
十
五
万
八
千
円
あ
り
ま
す
。

こ
の
線
量
の
測
定
は
ど
う
い

う
形
で
、
ど
こ
の
範
囲
ま
で
、

ま
た
海
岸
が
七
月
十
六
日
に

海
開
き
と
い
う
中
で
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
い
き
い
き
町
づ
く
り
検

討
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
で
、

各
産
業
の
代
表
者
か
ら
震
災

に
伴
う
風
評
被
害
な
ど
を
含

め
た
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

商
工
会
は
、
固
定
資
産
等

の
減
免
措
置
、
個
人
住
宅
の

建
設
に
町
内
事
業
者
を
利
用

し
た
場
合
の
助
成
制
度
、
御

宿
町
が
被
災
し
て
な
い
旨
の

情
報
の
発
信
。

　

商
店
振
興
会
は
、
震
災
以

降
商
店
街
の
売
り
上
げ
が
減

少
し
、
消
費
拡
大
を
図
る
た

め
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
。

　

畜
産
組
合
は
、
震
災
及
び

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
風

評
被
害
の
解
消
、
千
葉
県
の

一
部
の
地
域
の
牧
草
か
ら
放
射

能
物
質
が
基
準
値
を
上
回
り
、

牧
草
を
え
さ
と
し
て
与
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、
え
さ
購
入
代

金
の
負
担
へ
の
配
慮
。

Ｑ
大
雨
洪
水
警
報
が
出
る

と
町
内
の
決
ま
っ
た
所

で
水
害
が
出
ま
す
。
そ
う
い

う
中
で
、
た
め
池
、
調
整
池
、

御
宿
ダ
ム
の
耐
震
、
管
理
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
水
害
に
つ
い
て
、
ど
の

位
の
降
水
量
で
浸
水
す
る
の

か
、
長
い
間
こ
の
対
策
は
講

じ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
せ
め
て

側
溝
の
掃
除
ぐ
ら
い
は
町
単

位
で
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、

排
水
口
の
処
理
能
力
は
ど
の

位
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
調
整
池
等
ダ
ム
は
国
土

交
通
省
の
土
工
技
術
指

針
等
に
基
づ
き
設
計
施
工
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

耐
震
調
査
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
ダ
ム
等
は
県
内

水
道
の
災
害
時
対
処
要
領
や

地
震
発
生
時
の
ダ
ム
管
理
施

設
等
の
点
検
実
施
要
領
に
よ

り
点
検
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
内
水
道
の
災
害
時
対

処
要
領
は
、
ダ
ム
等
に
震
度

四
以
上
が
発
生
し
た
場
合
は
、

水
道
施
設
の
点
検
、
報
告
、

他
の
事
業
体
へ
の
応
援
要
請

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
雨
等
で
道
路
の
冠
水

や
浸
水
す
る
箇
所
は
町
内
で

十
ヵ
所
程
度
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
ど
の
位
の
降
水
量
で

浸
水
す
る
の
か
、
デ
ー
タ
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
や
条
件

に
よ
っ
て
異
な
り
、
災
害
対

象
と
な
る
降
水
量
は
時
間
雨

量
が
二
十
ミ
リ
、
二
十
四
時

間
雨
量
が
八
十
ミ
リ
で
す
。

　

排
水
溝
の
処
理
能
力
は
、

地
形
、
勾
配
、
流
域
面
積
等

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
昔
は
、

蓋
の
な
い
側
溝
が
非
常
に
多

く
、
区
役
員
が
中
心
と
な
り
、

ど
ぶ
清
掃
を
実
施
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
蓋
つ

き
が
多
く
、
一
枚
当
た
り
の

重
量
が
あ
る
た
め
に
撤
去
及

び
設
置
に
、
け
が
等
の
心
配

が
あ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ

業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
水
道
管
は
敷
設
か
ら
時

間
が
た
ち
、
老
朽
化
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
心

配
し
て
い
る
の
は
本
管
が
破

裂
し
た
場
合
、
止
め
る
ま
で

ど
の
位
の
時
間
が
か
か
る
の

か
。

Ａ
水
道
管
の
破
裂
等
に
よ

る
対
応
は
、
地
域
防
災

計
画
に
も
記
載
さ
れ
、
道
路

交
通
不
能
や
人
員
確
保
の

困
難
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、

五
日
か
ら
十
日
間
位
を
目
途

に
給
水
可
能
な
拠
点
の
整

備
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

送
水
管
の
復
旧
を
優
先
し
て
、

順
次
配
水
管
の
復
旧
に
入
っ

て
い
き
ま
す
。
復
旧
が
あ
る

程
度
落
ち
着
い
た
ら
、
消
火

栓
か
ら
路
上
給
水
を
開
始
す

る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

送
水
管
等
に
破
裂
が
あ
っ

た
場
合
に
は
自
動
で
遮
断
す

る
弁
が
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
液
状
化
に
よ
り
浦
安
等

大
変
な
被
害
が
出
て
い

ま
す
。
危
険
度
が
高
い
地

区
の
土
地
の
下
落
に
関
し
て
、

次
期
の
固
定
資
産
税
の
算
定

に
つ
い
て
見
直
し
が
あ
る
の
か
。

Ａ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
液

状
化
、
津
波
な
ど
の
影

響
に
よ
り
土
地
を
求
め
る
方

が
減
れ
ば
市
場
価
格
の
下
落

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場

合
、
固
定
資
産
税
に
も
影
響

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
逆
に
、

危
険
度
が
高
く
て
も
市
場
価

格
に
影
響
が
な
け
れ
ば
、
固

定
資
産
税
に
は
影
響
が
な
い

と
考
え
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

は
平
成
二
十
四
年
度
で
あ
り
、

今
回
の
評
価
替
え
の
基
準
が

二
十
三
年
一
月
一
日
の
鑑
定

価
格
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
の
後
の
地
価
の
変
動
も
考

慮
す
る
必
要
か
ら
、
例
年
七

月
一
日
の
時
点
修
正
を
県
鑑
定

士
協
会
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
税
務
住
民
課
長
）

疲
弊
す
る
経
済
へ
の
対

策
に
つ
い
て

Ｑ
原
発
の
経
済
に
対
す
る

影
響
は
大
変
大
き
い
。

第
二
回
臨
時
会
に
お
い
て

緊
急
経
済
対
策
千
六
百
万
円
、

漁
港
の
災
害
五
千
万
円
等
が

可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
農
業
を
初
め
と
す
る
第
一

次
産
業
及
び
第
二
次
産
業
に

対
し
て
の
経
済
対
策
は
あ
り

ま
す
か
。

　

そ
れ
と
、
第
二
回
の
臨
時

会
で
放
射
能
検
査
七
十
万
円

が
可
決
さ
れ
た
。
今
回
も
、

土
壌
検
査
が
教
育
費
の
中
で

▲砂田ため池（須賀地先）
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中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
の
実
行
委
員
長
は
、
就
農

者
の
年
齢
が
七
十
歳
を
越
え

て
い
る
状
況
か
ら
、
予
定
ど

お
り
の
工
期
で
事
業
が
完
成

で
き
る
よ
う
予
算
の
確
保
を

県
・
国
へ
強
力
な
要
望
。

　

御
宿
岩
和
田
漁
業
協
同
組

合
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故

に
伴
う
放
射
能
物
質
の
風
評

被
害
に
よ
る
魚
価
の
下
落
や
、

操
業
規
制
が
続
き
漁
業
経
営

に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る

の
で
、
町
を
活
性
化
し
地
元

の
消
費
拡
大
、
農
商
工
連
携

助
成
事
業
の
イ
カ
の
船
上
干

し
、
沖
づ
け
実
施
に
伴
う
町

の
協
力
や
Ｂ
級
グ
ル
メ
な
ど

の
検
討
。

　

第
二
回
臨
時
会
の
一
般
補

正
予
算
で
放
射
能
検
査
七
十

万
円
が
あ
り
、
海
水
調
査
を

海
洋
生
物
環
境
研
究
所
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま

た
、
開
設
中
の
海
水
浴
場
の

砂
の
検
査
、
町
営
プ
ー
ル
の

水
質
調
査
、
六
月
後
半
に
高

山
田
、
上
布
施
、
実
谷
の
水

田
の
土
壌
調
査
、
七
月
以
降

に
夏
野
菜
、
七
月
の
初
旬
に

ア
ワ
ビ
の
調
査
、
そ
し
て
八

月
後
半
に
イ
セ
エ
ビ
の
調
査

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

節
電
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
御
宿
町
は
早

期
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
も
地
域
グ
リ
ー
ン

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
事
業

で
、
二
千
万
円
。
防
犯
灯
六

百
五
十
八
台
と
い
う
中
で
、

前
年
度
と
あ
わ
せ
て
ど
の

く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

体
育
施
設
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
が
、
二
千
百
五
十
万
円
か

け
て
効
果
は
二
十
万
円
ぐ
ら

い
し
か
上
が
ら
な
い
と
い
う

中
で
、
太
陽
光
発
電
に
国
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
教
育
の
観
点
か
ら
再
度

検
討
す
る
気
は
な
い
か
。

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
は
主
要

通
学
路
を
中
心
に
二
百

二
十
基
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
設
置
予
定
は
、
八

月
末
ま
で
に
現
在
の
蛍
光
灯

六
百
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
地
区
及
び
町

管
理
の
す
べ
て
を
含
め
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
の
設
置
総
数
は
八

百
七
十
基
に
な
り
ま
す
。

　
（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ａ
中
学
校
の
体
育
館
、
柔

剣
道
場
の
建
設
に
お
け

る
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
は
、

計
画
す
る
建
物
の
屋
根
の
形

状
か
ら
設
置
で
き
る
太
陽
光

パ
ネ
ル
は
二
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト

程
度
、
そ
の
設
置
に
関
す
る

費
用
は
二
千
百
万
円
程
度
で

あ
り
、
こ
の
事
業
に
関
す
る

国
の
交
付
金
は
二
分
の
一
と

い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
学

校
の
電
気
設
備
は
高
圧
供
給

を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
電

気
代
が
一
般
家
庭
よ
り
も
安

く
、
発
電
量
に
よ
る
電
気
料

へ
の
節
減
効
果
は
年
間
二
十

二
万
円
程
度
で
す
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ｑ
二
十
四
時
間
対
応
の
訪

問
介
護
・
看
護
サ
ー
ビ

ス
の
創
設
を
目
玉
と
す
る
改

正
介
護
保
険
法
が
十
五
日
、

参
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
来
年
四
月
か
ら
実

施
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

千
葉
県
下
で
高
齢
化
率
一

位
、
四
十
．
一
パ
ー
セ
ン
ト

と
い
う
中
で
、
二
十
四
時
間

の
介
護
体
制
が
で
き
な
い
か
。

　

六
十
五
歳
以
上
で
現
在
月

四
千
百
六
十
円
が
全
国
平
均
。

保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
た

め
に
各
都
道
府
県
の
財
政
安

定
化
基
金
を
取
り
崩
し
て
保

険
料
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
厚
生
労
働
省
の
試
算

に
よ
る
と
、
二
〇
一
二
年
以

降
の
保
険
料
は
そ
れ
で
も
月

五
千
円
程
度
上
昇
す
る
見
通

し
と
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
第
四
期

介
護
保
険
事
業
が
二
十
四

年
三
月
に
期
限
を
迎
え
ま
す
。

介
護
計
画
を
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。
在
宅

介
護
二
十
四
時
間
の
訪
問
事

業
所
の
充
実
は
御
宿
町
で
は

必
要
で
は
な
い
か
、
そ
れ
と
、

介
護
保
険
の
利
用
が
少
な
い

の
は
、
負
担
が
一
割
負
担
と

い
う
中
で
介
護
度
が
上
が
っ

て
い
く
と
費
用
も
上
が
っ
て

い
く
、
保
険
料
も
ア
ッ
プ
す

る
。
そ
う
い
う
中
で
、
こ
の

介
護
計
画
は
ど
の
よ
う
に
策

定
さ
れ
て
い
く
の
か
。

　

亀
田
病
院
が
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
、
勝
浦
市･

い

す
み
市
・
大
多
喜
町
・
御
宿

町
に
対
し
て
四
年
制
の
医
療

大
学
の
開
設
に
、
一
億
円
の

寄
附
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
対
し
て
ど
う
す

る
の
か
。

Ａ
第
四
期
の
保
険
計
画
が

期
限
を
迎
え
る
中
、
第

五
期
の
介
護
保
険
事
業
は
平

成
二
十
四
年
度
か
ら
二
十
六

年
度
の
三
カ
年
を
事
業
年
度

と
し
て
、
本
年
度
、
計
画
の

策
定
を
し
て
い
ま
す
。
事
業

計
画
に
あ
た
り
、
保
険
料
や

サ
ー
ビ
ス
の
平
準
化
を
図
る

た
め
、
国
か
ら
事
業
計
画
の

策
定
年
度
に
示
さ
れ
る
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
に
従
い
、
当
町
の

実
績
数
値
に
基
づ
く
人
口
や

高
齢
化
率
の
推
移
、
介
護
給

付
の
現
状
な
ど
を
勘
案
し
た

上
で
、
今
後
三
年
間
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
や
保

険
料
の
算
出
を
行
い
ま
す
。

　

二
十
四
時
間
の
訪
問
介

護
体
制
に
お
い
て
、
夜
間
等

の
介
護
ス
タ
ッ
フ
を
設
け
る

と
、
朝
早
く
と
か
夜
遅
く
に

家
庭
に
入
る
と
い
う
信
頼
性

の
関
係
が
出
て
き
ま
す
。
ま

た
、
経
営
上
の
観
点
か
ら

サ
ー
ビ
ス
の
対
象
地
域
と
す

る
事
業
所
数
と
供
給
量
が
需

要
に
見
合
う
か
ど
う
か
、
民

▲ＬＥＤ防犯灯
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間
事
業
所
の
設
置
や
誘
致
方

法
は
、
今
後
、
介
護
保
険
料

に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す

の
で
、
今
回
の
策
定
の
中
に

取
り
入
れ
た
中
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

亀
田
病
院
の
関
係
で
す
が
、

亀
田
医
療
大
学
を
開
設
し
た

い
と
い
う
話
が
あ
り
、
現
在
、

広
域
で
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
当
町
の
広
域
市
町

村
圏
組
合
議
員
と
も
い
ろ
い

ろ
な
状
況
を
調
整
し
な
が
ら
、

議
会
全
員
協
議
会
等
で
説
明

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

防
災
に
つ
い
て

Ｑ
耐
震
改
修
促
進
計
画
に

お
い
て
町
有
建
築
物
の

耐
震
化
は
平
成
二
十
一
年
度

で
四
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

こ
れ
を
、
平
成
二
十
七
年
度

末
に
耐
震
化
率
九
十
パ
ー
セ

ン
ト
を
目
標
と
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

Ａ
町
の
建
築
物
、
そ
の
耐

震
化
を
図
る
施
設
は
、

昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
以

前
の
建
物
が
基
本
に
な
り
ま

す
。
そ
の
施
設
が
全
部
で
二

十
三
施
設
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

今
後
使
用
す
る
予
定
も
な
く

解
体
す
る
も
の
が
岩
和
田
小

学
校
の
校
舎
。
今
後
新
築
を

予
定
す
る
も
の
は
御
宿
中
学

校
体
育
館
と
岩
和
田
団
地
。

今
後
移
転
等
を
検
討
す
る
も

の
は
岩
和
田
児
童
館
。
今
後

統
合
等
を
検
討
す
る
も
の
は

岩
和
田
保
育
所
。
こ
の
五
棟

は
耐
震
化
と
は
別
の
問
題
と

い
う
説
明
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

三
月
に
町
の
消
防
団
活
性

化
計
画
が
策
定
さ
れ
、
分
団

統
合
に
よ
り
五
十
七
年
以
前

に
建
て
た
分
団
詰
所
、
こ
れ

を
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
順

次
統
合
し
て
区
域
の
高
い
所

に
建
て
る
、
五
つ
を
三
つ
に

す
る
と
い
う
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
五
つ
を
あ

わ
せ
十
の
建
物
と
い
う
想
定

で
す
。
残
り
十
三
施
設
に
つ

い
て
、
二
十
二
年
度
末
で
耐

震
調
査
が
済
ん
だ
も
の
は
十

二
施
設
、
九
十
二
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。
調
査
の
結
果
、
耐

震
化
の
必
要
な
し
と
い
う
も

の
と
、
そ
れ
を
受
け
て
耐
震

改
修
が
済
ん
だ
も
の
が
十
一

施
設
、
八
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
。

耐
震
診
断
は
行
っ
た
が
耐

震
化
は
し
て
い
な
い
も
の
が
、

岩
和
田
小
学
校
の
特
別
教
室

で
す
。
残
り
が
耐
震
診
断
を

や
っ
て
い
な
い
施
設
、
矢
田

団
地
で
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
耐
震
改
修
促
進
計
画
に

明
記
さ
れ
て
い
な
い
町

有
構
造
物
と
し
て
河
川
、
橋
、

ト
ン
ネ
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

数
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

ま
た
、
耐
震
化
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
橋
梁
は
平
成
二
十
二
年

度
に
橋
梁
の
長
寿
命
化

を
効
率
的
か
つ
計
画
的
に
進

め
る
た
め
に
、
橋
梁
点
検
の

委
託
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
点
検
終
了
後
、
平
成
二
十

四
年
度
に
長
寿
命
化
計
画
を

作
成
し
整
備
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

橋
梁
の
数
は
九
十
二
橋
、

ト
ン
ネ
ル
の
数
は
七
つ
で
す
。

河
川
の
数
は
、
県
管
理
を
含

め
九
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

箇
所
等
は
十
九
ヵ
所
で
す
。

耐
震
化
に
つ
い
て
、
大
き
な

橋
梁
等
は
耐
震
化
の
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
町
内

の
橋
は
、
橋
梁
点
検
の
中
で

必
要
で
あ
れ
ば
随
時
行
っ
て

い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
町
に
は
町
有
構
造
物
以

外
の
、
国
・
県
・
Ｊ
Ｒ
管
理

の
重
要
構
造
物
が
あ
り
ま
す
。

行
政
は
管
理
事
務
の
所
管
に

よ
っ
て
業
務
が
分
か
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、町
民
に
と
っ

て
御
宿
町
に
属
す
る
構
造
物

は
町
が
管
理
す
る
も
の
と
理

解
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
架
下
、
橋
、
ト
ン
ネ
ル
に

関
し
て
ど
の
よ
う
に
把
握
さ

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
各
機
関
と
の
調
整

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
国
・
県
道
に
あ
る
橋
梁

は
八
ヵ
所
、
ト
ン
ネ
ル

は
六
本
、
Ｊ
Ｒ
の
跨
線
橋

は
六
本
で
認
識
し
て
い
ま
す
。

国
・
県
の
橋
梁
は
、
緊
急
輸

送
道
路
、
御
宿
に
関
係
す
る

と
こ
ろ
は
国
道
一
二
八
号
線
、

二
九
七
号
線
等
が
あ
り
ま
す
。

跨
線
橋
、
歩
道
橋
や
県
道
の

県
境
の
幹
線
道
路
を
重
点
に

耐
震
化
計
画
を
作
成
し
、
順

白
鳥
時
忠 

議
員

▲旧岩和田小学校

▲部田道橋梁
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次
実
施
し
て
い
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
跨
線
橋
等

の
耐
震
は
、
Ｊ
Ｒ
で
は
長
大

橋
梁
、
ス
パ
ン
の
長
い
橋
梁

や
橋
脚
の
耐
震
補
強
等
は
完

了
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
耐
震
改
修
促
進
計
画
を

予
算
化
し
た
場
合
、
相

当
額
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
他
の
公
共
事
業
に

つ
い
て
計
画
の
先
送
り
に
よ

る
弊
害
が
出
て
く
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
関
し
て
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
一
般
住
宅
へ
の
耐
震
改

修
促
進
補
助
金
や
公
共

施
設
に
係
る
特
定
建
築
物
の

適
正
管
理
等
、
多
額
の
予
算

と
時
間
を
要
す
る
と
見
込
ま

れ
、
他
事
業
の
進
捗
も
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
は
調
整
を

要
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
三
．

一
一
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
災
害
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
り
、
町
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
改
修
は
そ
の
対
応
が
急
が

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
治
体
の
行
政

運
営
は
、
町
民
の
安
全
・
安

心
対
策
は
も
と
よ
り
福
祉
や

教
育
、
産
業
の
活
性
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
施
策
ご

と
の
緊
急
度
、
重
要
性
を
見

極
め
、
各
分
野
の
バ
ラ
ン
ス

を
計
り
、
適
正
な
予
算
配
分

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
社
会
福
祉
協
議
会
の
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
伺

い
ま
す
。

Ａ
社
会
福
祉
協
議
会
が
指

定
管
理
を
し
て
い
る
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
化
を
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
三
年
に
地
域
福
祉
の
拠
点

と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

築
二
十
年
を
経
過
し
、
施
設

が
老
朽
化
し
、
利
用
者
か
ら

は
改
善
要
望
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
役
割
も

当
時
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
見

受
け
ら
れ
、
福
祉
行
政
の
方

向
を
見
据
え
た
施
設
と
し
て

検
討
し
、
従
来
に
は
な
か
っ

た
災
害
発
生
時
の
避
難
所
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
と

し
て
も
対
応
で
き
る
多
機
能

の
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
改
修
設
計
等

を
実
施
計
画
に
盛
り
込
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
東
日
本
大
震
災
は
御
宿

町
に
も
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
数
日
間
町
民
が

避
難
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
、

避
難
民
の
受
け
入
れ
、
健
康

状
態
の
把
握
、
食
料
の
配
給
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

な
ど
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
も
社
会
福
祉
協

議
会
が
受
け
持
つ
事
柄
が
あ

り
ま
す
か
。

Ａ
社
会
福
祉
協
議
会
の

仕
事
は
、
食
料
の
配
給
、

炊
き
出
し
な
ど
の
御
宿
町
赤

十
字
奉
仕
団
と
し
て
の
役
割
。

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

付
・
配
分
等
の
活
動
の
ほ
か
、

介
護
支
援
事
業
所
と
し
て
事

業
利
用
者
へ
の
対
応
。
ま
た
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・
高

齢
者
世
帯
の
安
否
確
認
や
民

生
委
員
協
議
会
の
活
動
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
身
体
障

害
者
福
祉
会
の
事
務
局
な
ど
、

非
常
に
多
く
の
福
祉
関
係

事
業
を
抱
え
て
い
ま
す
。
災

害
時
は
関
係
団
体
と
の
連
携
、

高
齢
者
の
対
応
等
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
体
制
が
強
く
望
ま

れ
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

放
射
能
に
つ
い
て

Ｑ
御
宿
町
で
は
漁
業
関
係

者
だ
け
で
は
な
く
海
水

浴
場
も
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
、
町
か
ら
も
意
見
書
並
び

に
要
望
書
を
出
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
対
し

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
現
在
、
地
質
等
の
調
査

で
も
セ
シ
ウ
ム
、
ヨ
ウ

素
は
不
検
出
の
状
況
で
す
。

今
後
、
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
す

が
、
冬
場
に
張
っ
て
い

た
水
を
抜
い
た
後
に
す
る

プ
ー
ル
掃
除
は
、
例
年
先

生
方
と
児
童
生
徒
が
一
緒
に

行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
放
射
性
物
質
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

Ａ
プ
ー
ル
を
開
設
す
る
前

の
掃
除
は
、
県
教
育
庁

が
先
生
方
を
対
象
に
し
た
講

習
会
で
、
プ
ー
ル
の
底
に
堆

積
し
た
土
砂
に
は
子
供
た
ち

が
触
れ
な
い
こ
と
が
好
ま
し

い
と
い
う
意
見
を
踏
ま
え
て
、

今
年
の
開
設
前
の
清
掃
に
は

先
生
方
と
保
護
者
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
行
い
ま
し
た
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ｑ
計
測
す
る
場
所
、
回
数
、

数
値
も
含
め
た
現
状
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
学
校
施
設
の
放
射
線
量

検
査
に
つ
い
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
放
射
線
量
測
定
は
、

五
月
二
十
日
に
各
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
放
射
線
簡
易
測

定
器
に
よ
る
測
定
を
し
ま
し

た
。
児
童
生
徒
が
主
に
使
用

す
る
部
分
に
つ
い
て
、
地
上

▲御宿小学校プール
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五
十
セ
ン
チ
と
一
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
で
測
定
を
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
が
示
し
た
学
校

の
屋
外
活
動
に
一
定
の
制
限

を
行
う
基
準
一
時
間
当
た
り

三
．
八
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
よ
り
は
小
さ
な
レ
ベ
ル
で

し
た
。
今
後
は
、
校
庭
の
土

壌
の
放
射
能
量
の
測
定
を
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
放
射
線
量
測
定
器

を
活
用
し
て
、
決
め
た
一
定

の
場
所
で
定
期
的
に
空
間
放

射
線
量
の
測
定
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

御
宿
小
学
校
の
プ
ー
ル
の

水
源
は
地
下
水
を
使
用
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
こ
う

し
た
検
査
を
実
施
し
た
こ
と

が
な
い
こ
と
か
ら
、
地
下
水

に
つ
い
て
開
設
前
に
専
門
機

関
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

結
果
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
、
セ

シ
ウ
ム
は
不
検
出
で
し
た
。

　

今
後
は
、
開
設
期
間
で
あ

る
七
月
中
旬
ま
で
の
間
に
数

回
、
プ
ー
ル
水
を
検
査
し
安

全
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ｑ
学
校
給
食
に
お
け
る
安

全
性
に
つ
い
て
、
伺
い

ま
す
。

Ａ
学
校
給
食
は
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
発
生
以
来
、
国
が
要
請
し

た
都
と
県
で
は
、
国
が
指
定

し
た
品
目
、
都
県
の
主
要
農

産
物
等
の
食
品
の
放
射
性
物

質
に
つ
い
て
定
期
的
に
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
で
も
、
野
菜
な
ど

農
産
物
は
週
に
一
回
か
ら
二

回
、
ま
た
原
乳
も
月
に
数
回
、

放
射
性
物
質
の
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
に

つ
い
て
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
県
の
検
査
体
制

か
ら
、
国
の
示
し
た
基
準
を

ク
リ
ア
し
た
も
の
が
市
場
に

流
通
し
て
い
る
こ
と
を
原
則

と
し
て
、
各
県
や
厚
生
労
働

省
、
農
林
水
産
省
に
よ
り
公

表
さ
れ
て
い
る
内
容
、
産
地

等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
食
材
の

購
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
商
店
か
ら
直
接
仕

入
れ
る
野
菜
な
ど
は
、
納
入

業
者
に
産
地
の
記
載
を
お
願

い
し
、
ま
た
、
野
菜
は
、
水

で
よ
く
洗
い
、
ゆ
で
る
こ
と

に
よ
り
か
な
り
放
射
性
物
質

が
除
去
で
き
ま
す
の
で
、
調

理
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
方

法
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ｑ
学
校
給
食
が
安
全
で
あ

り
、
学
校
給
食
を
続
け

て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
児
童

の
年
間
総
合
被
爆
量
は
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
一
人
が
年
間
に
受
け
る

放
射
線
量
は
、
国
際
放

射
線
防
護
委
員
会
に
よ
り
、

自
然
か
ら
浴
び
る
放
射
線
を

除
い
た
平
常
時
の
年
間
線
量

限
度
は
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下
と
い
う
勧
告
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ｑ
学
校
給
食
法
に
は
、「
学

校
給
食
を
実
施
す
る
義

務
教
育
諸
学
校
の
設
置
者
は
、

学
校
教
育
衛
生
管
理
基
準
に

照
ら
し
て
適
切
な
衛
生
管
理

に
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に

は
、
学
校
給
食
実
施
者
の
責

務
と
し
て
「
学
校
給
食
を
実

施
す
る
都
道
府
県
教
育
委
員

会
及
び
市
町
村
教
育
委
員
会

は
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て

安
全
な
学
校
給
食
の
実
施
の

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
食
品

の
選
定
、
購
入
に
あ
た
っ
て

は
過
度
に
加
工
し
た
も
の
は

避
け
、
鮮
度
の
よ
い
衛
生
的

な
も
の
を
選
択
す
る
よ
う
常

に
配
慮
し
、
特
に
有
害
な
も

の
、
ま
た
は
そ
の
疑
い
の
あ

る
も
の
は
避
け
る
よ
う
留
意

す
る
こ
と
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

児
童
の
年
間
総
合
被
爆
量

は
、
平
常
時
一
般
公
衆
の
被

爆
限
度
一
年
一
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
で
す
。
そ
し
て
、
国
際

的
な
基
準
も
一
年
一
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
。
し
か
し
、

国
は
暫
定
基
準
と
し
て
二
十

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
定

め
て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の

食
材
は
国
の
基
準
は
満
た
し

て
い
る
が
、
子
供
た
ち
に
一

年
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上

の
被
爆
を
さ
せ
た
く
な
か
っ

た
ら
、
食
材
の
年
間
総
合
被

爆
量
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大

気
中
の
放
射
能
の
数
値
、
こ

れ
を
足
し
た
も
の
を
数
値
化

し
、
一
年
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
内
で
な
け
れ
ば
安
全
は

確
保
さ
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

成
長
期
の
子
供
は
放
射
能
の

影
響
を
一
番
受
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
時
で
は
な
く

緊
急
時
の
現
在
、
そ
し
て
国

と
し
て
の
基
準
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
今
、
未
来
あ
る
子

供
た
ち
に
は
少
し
で
も
被
爆

さ
せ
な
い
よ
う
に
考
え
た
場

合
、
数
値
の
低
い
地
域
か
ら

の
食
材
の
確
保
─
こ
の
一
年

に
限
っ
て
は
と
い
う
話
で
す

が
、
望
ま
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
町
長
の

見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
子
供
た
ち
が
一
日
生
活

し
て
い
る
中
で
学
校
給

食
、
あ
る
い
は
ト
ー
タ
ル
で

の
年
間
被
爆
量
に
つ
い
て
は
、

な
か
な
か
計
数
と
い
う
か
、

難
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、

研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

観
光
関
連
緊
急
活
性
化

事
業
負
担
金
に
つ
い
て

Ｑ
御
宿
町
か
ら
観
光
協
会

に
委
託
し
て
い
る
年
間

事
業
金
額
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

Ａ
五
月
の
臨
時
会
で
承
認

さ
れ
た
千
六
百
万
円
、

そ
れ
と
事
業
年
度
が
平
成
二

十
三
年
度
ま
で
の
緊
急
対
策

事
業
で
千
五
十
万
円
を
含
め

た
総
事
業
費
五
千
三
百
十
五

万
円
で
す
。
通
常
は
約
二
千

六
百
六
十
五
万
円
で
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
東
日
本
大
震
災
後
、
観

光
協
会
は
理
事
会
を
何

度
開
催
し
て
い
ま
す
か
。

▲校庭の土壌放射能量測定（御宿小学校）
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Ａ
観
光
協
会
の
理
事
会
は
、

通
常
の
場
合
年
四
回
開

催
さ
れ
ま
す
。
緊
急
時
に
は
、

必
要
に
応
じ
開
催
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
後
、
理
事
会

は
開
催
し
て
い
な
い
と
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
先
の
臨
時
議
会
の
千
六

百
万
円
、
そ
し
て
南
相

馬
の
五
百
万
円
、
合
計
二
千

百
万
円
。
こ
れ
は
観
光
協
会

の
理
事
会
を
通
っ
て
い
な
い

も
の
を
予
算
要
望
し
て
き
ま

し
た
。
法
人
格
を
持
っ
て
い

る
組
織
の
場
合
は
、
理
事
会

で
承
認
し
な
い
も
の
は
予
算

要
望
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対

し
て
町
で
は
予
算
計
上
し
ま

し
た
が
、
町
長
の
見
解
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
通
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
正
式

に
会
長
名
で
要
望
書
が
来

て
い
ま
す
。
各
組
合
長
七
名

が
連
名
で
来
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
願
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
私
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
属
し
て

い
ま
す
が
、
法
人
格
を

持
っ
て
い
る
組
織
の
場
合
に

は
、
理
事
会
で
予
算
承
認
し

な
い
も
の
に
は
予
算
要
望
は

い
た
し
ま
せ
ん
。
通
常
、
会

社
で
あ
っ
て
も
理
事
会
を
通

し
て
予
算
要
望
し
て
き
ま
す

し
、
そ
れ
に
対
し
て
町
が
考

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
指
摘
の
と
お
り
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
、

緊
急
時
と
い
う
こ
と
だ
け
は

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
観
光
協
会
は
千
四
百
万

円
の
予
算
で
観
光
ク
ー

ポ
ン
を
行
い
ま
す
が
、
現
在

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
政
策

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
六
月
十
五
日
の
観
光
協

会
理
事
会
で
、
観
光
関

連
活
性
化
事
業
の
最
終
調
整

会
議
を
開
催
、同
時
に
、キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
協
力
店
参
加
の
募

集
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

の
参
加
募
集
は
、
観
光
協
会
、

宿
泊
部
会
、
商
工
会
、
商
店

振
興
会
、
料
飲
店
組
合
、
御

宿
岩
和
田
漁
業
協
同
組
合
な

ど
、
で
き
る
限
り
の
事
業
者

へ
参
加
の
案
内
状
を
送
付
し

ま
し
た
。
募
集
の
締
め
切
り

は
六
月
二
十
五
日
で
す
。

　

夏
期
に
向
け
て
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
ク
ー
ポ
ン
を
町
内

に
循
環
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
互
い
に
理
解
し
て
、
観
光

関
連
事
業
者
の
受
け
入
れ
側

と
し
て
も
、
意
識
高
揚
と
顧

客
満
足
度
に
繋
が
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
緊
急
性
と
い
う
名
の
も

と
に
事
業
を
行
う
経
過

が
た
び
た
び
見
ら
れ
ま
す
。

観
光
協
会
の
決
定
は
極
め
て

不
明
確
で
あ
り
ま
す
し
、
理

事
会
を
通
さ
な
い
も
の
を
町

が
予
算
計
上
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
も
問
題
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
安
易
に
行
政
が
議

案
上
程
に
至
っ
た
経
緯
が
露

呈
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
町

長
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
東
日
本
大
震
災
の
影
響

が
非
常
に
大
き
か
っ
た

と
い
う
中
で
、
宿
泊
関
係
が

八
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と

い
う
状
況
が
あ
り
、
各
団

体
長
の
連
名
で
要
望
書
が
来

ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、

各
団
体
の
合
意
の
上
出
さ
れ

た
も
の
と
判
断
し
て
、
お
願

い
し
た
次
第
で
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

景
気
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
第
二
回
臨
時
会
に
お
い

て
、
観
光
関
連
緊
急
活

性
化
事
業
と
し
て
補
正
予
算

を
組
み
ま
し
た
が
、
夏
季
の

観
光
客
の
入
込
状
況
に
よ
っ

て
は
、
経
済
活
性
化
の
た
め
、

独
自
の
景
気
対
策
を
二
段
、

三
段
と
考
え
て
い
る
か
。
関

係
者
の
一
人
と
し
て
夏
期
の

予
約
状
況
は
十
パ
ー
セ
ン
ト

に
も
満
ち
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
ク
ー
ポ
ン
に
非
常
に
期
待

を
し
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い

面
も
あ
り
ま
す
。
十
月
以
降

の
期
限
切
れ
に
な
っ
た
後
の

景
気
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　

町
長
自
ら
の
考
え
の
も
と

に
二
弾
、
三
弾
と
い
う
景
気

回
復
の
策
が
あ
れ
ば
、
具
体

的
に
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

中
に
景
気
対
策
、
経
済
活
性

化
を
進
め
、
そ
し
て
教
育
・

福
祉
の
充
実
を
図
る
と
あ
り

ま
す
。
ま
さ
に
今
、
町
長
は

そ
の
思
い
を
ぶ
つ
け
る
時
期

だ
と
思
い
ま
す
。

Ａ
先
に
承
認
い
た
だ
い
た

緊
急
経
済
対
策
が
、
千

六
百
万
。
こ
れ
は
、
年
間
予

算
三
十
二
億
円
程
度
と
考
え

た
と
き
に
０
．
五
パ
ー
セ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

　

八
千
人
弱
の
人
口
で
三
十

数
億
の
予
算
の
中
で
、
こ
れ

だ
け
の
経
済
対
策
が
精
い
っ

ぱ
い
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
準
備
に
入
っ
て
、

間
も
な
く
具
体
的
に
活
用
さ

れ
ま
す
。
こ
の
経
過
を
見
守

り
、
そ
れ
と
同
時
に
、
観
光

以
外
の
産
業
支
援
に
つ
い
て
、

町
づ
く
り
委
員
会
で
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

意
見
を
、
こ
れ
か
ら
検
討
し

て
経
済
対
策
に
必
要
な
も
の

は
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

貝
塚
嘉

 

議
員

▲海開きでの修祓式
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町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て

Ｑ
政
策
の
実
現
方
法
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
行
政
計
画
は
地
方
自
治

法
第
二
条
第
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
へ
て
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
基
本
構
想
を
定
め
、
地
域

住
民
総
意
の
町
づ
く
り
の
方

向
性
を
示
す
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
平
成
二
十
四
年
度
を

終
期
と
す
る
第
三
次
基
本
構

想
並
び
に
後
期
基
本
計
画
を

も
と
に
施
策
決
定
を
行
っ
て

お
り
、
財
政
負
担
の
平
準
化

や
緊
急
度
・
重
要
度
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
計
画
的
な
行
政

運
営
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

広
く
町
民
や
関
係
機
関
の

意
見
を
伺
い
、
総
合
計
画
は

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
行

政
課
題
を
着
実
に
進
め
、
施

策
効
果
や
緊
急
度
を
勘
案

し
た
上
で
、
政
策
の
決
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
こ
れ
ま
で
、
町
長
は
協

働
の
町
づ
く
り
、
対
話

の
町
づ
く
り
、
そ
し
て
議
会

で
も
充
分
説
明
し
協
議
を
し

て
町
政
を
運
営
し
て
い
き
た

い
と
の
発
言
を
さ
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
緊

急
対
策
と
い
う
中
で
、
商
工

関
連
団
体
へ
の
ク
ー
ポ
ン
の

運
用
、
そ
し
て
、
旧
御
宿
高

校
の
買
い
入
れ
に
つ
い
て
も
、

ま
だ
充
分
審
議
が
尽
く
さ
れ

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
防
災
問
題
で
は
、
国
・

県
の
計
画
が
ま
と
ま
っ
て
か

ら
本
格
的
に
着
手
し
た
い
と

い
う
中
で
適
切
な
住
民
へ
の

指
導
、
町
政
を
運
営
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

答
弁
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ａ
基
本
的
な
認
識
と
し
て
、

三
．
一
一
の
大
震
災
を

受
け
現
時
点
で
政
治
も
行
政

も
平
時
で
は
な
い
と
い
う
認

識
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

こ
と
で
、
幾
つ
か
の
施
策
に

つ
い
て
説
明
が
不
十
分
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
を

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

　

東
日
本
大
震
災
と
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ
大
震
災
に
つ
い
て
町
長

の
認
識
、
そ
し
て
基
本

と
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

Ａ
東
日
本
大
震
災
は
、
地

震
や
大
津
波
で
の
死
亡

者
、
行
方
不
明
者
は
二
万
三

千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
発

生
か
ら
三
カ
月
を
過
ぎ
ま
し

た
が
、
瓦
礫
の
撤
去
や
被
災

者
の
生
活
再
建
が
思
う
よ
う

に
進
ま
ず
、
多
く
の
方
が
心

身
と
も
に
不
自
由
な
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
原
発
事
故

も
重
な
り
、
八
万
四
千
人
を

超
え
る
皆
さ
ん
が
避
難
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

海
岸
に
面
す
る
町
と
し
て
、

震
源
地
や
地
震
の
大
き
さ
に

よ
っ
て
は
同
じ
よ
う
な
状
況

に
陥
る
お
そ
れ
が
充
分
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
大
災
を
受
け
直
感
し

た
こ
と
は
、
備
え
は
一
日
で

も
早
く
し
た
ほ
う
が
よ
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
海
岸
に
面

す
る
市
や
町
の
首
長
は
、
森

田
知
事
と
の
懇
談
に
お
い
て
、

一
致
し
て
、
十
メ
ー
ト
ル
の

津
波
が
九
十
九
里
、
房
総
の

海
岸
を
襲
っ
た
時
の
こ
と
を

想
定
し
て
防
災
計
画
を
立
て

て
も
ら
い
た
い
と
申
し
上
げ

ま
し
た
。
町
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
こ
と
は
町
長
と
し

て
第
一
の
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
震
災
時
の
備
え
に
、

ハ
ー
ド
面
で
は
公
共
施
設
の

避
難
所
と
し
て
の
活
用
整
備
、

救
援
物
資
の
備
蓄
。
ソ
フ
ト

面
は
避
難
訓
練
を
中
心
に
し

た
心
の
備
え
で
す
。

　

各
地
域
で
一
人
一
人
が
避

難
路
に
つ
い
て
、
訓
練
に
よ

り
経
験
し
認
識
を
深
く
し
て

お
く
。
自
主
防
災
組
織
に
よ

り
区
役
員
を
初
め
と
し
て
多

く
の
方
々
の
協
力
を
得
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
防
災
力
の
か
な
め
、
町

長
は
決
定
権
者
で
す
か

ら
大
変
重
要
で
す
が
、
そ
の

決
定
に
従
っ
て
手
足
・
耳
・

口
と
な
っ
て
働
く
の
は
職
員

の
方
々
。
そ
し
て
、
特
別
職
、

一
番
大
き
い
の
は
消
防
、
そ

れ
か
ら
区
役
員
、
社
協
の
職

員
、
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ

う
し
た
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
私
は
防
災
力
そ

の
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い

ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

地
震
・
津
波
に
対
す
る

正
確
な
情
報
の
伝
達
、

そ
し
て
速
や
か
な
避
難
、

避
難
所
の
対
応
に
つ
い
て

Ｑ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯

電
話
な
ど
、
防
災
情
報
、
安

否
情
報
に
つ
い
て
御
宿
町
の

対
応
は
。

Ａ
テ
レ
ビ
は
、
い
す
み
市

大
原
台
に
中
継
局
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
御
宿
地

区
の
八
割
カ
バ
ー
す
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
中
継
局
が

停
電
に
な
っ
た
場
合
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
は
、
非
常
用

バ
ッ
テ
リ
ー
が
あ
り
、
八
時

間
以
上
持
ち
ま
す
。

　

四
月
一
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
更
新
、
各
課
に
担
当
者

石
井
芳
清 

議
員

▲御宿中学校生徒による海岸清掃
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を
置
き
、
情
報
を
更
新
し
ま

す
。
更
新
情
報
、ツ
イ
ッ
タ
ー

も
必
要
な
人
が
自
分
で
情
報

を
と
り
、
災
害
時
の
活
用
や

情
報
を
活
用
し
た
防
災
活
動

に
役
立
つ
と
い
う
指
摘
が
あ

り
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
避
難
場
所
に
指
定
し
た

公
共
施
設
等
の
鍵
の
管

理
に
つ
い
て
、
何
分
ぐ
ら
い

で
開
け
ら
れ
る
の
か
。

Ａ
旧
御
宿
高
校
は
総
務
課

が
鍵
を
保
管
し
、
有
事

の
際
は
解
錠
に
駆
け
つ
け
ま

す
。
そ
の
後
、
避
難
所
と
し

て
の
広
報
を
し
ま
す
。
旧
岩

和
田
小
学
校
の
体
育
館
等
は

教
育
委
員
会
等
で
鍵
を
保
管

し
て
お
り
、
十
分
以
内
に
は

解
錠
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
御
宿
町
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
扱

い
に
つ
い
て
、
必
要
性

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
伺

い
ま
す
。

Ａ
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
商
工
会
で

も
十
ヵ
所
配
備
し
ま
し

た
。
町
も
数
年
来
整
備
を
進

め
、
八
ヵ
所
に
設
置
し
て
お

り
、
広
域
消
防
も
配
備
し
て

い
ま
す
。
避
難
所
の
開
設
に

あ
た
り
、
総
務
課
に
も
一
台
、

配
備
し
て
い
ま
す
。

　

有
事
の
際
に
は
、
小
中
学

校
等
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
借
用
し
て

避
難
所
に
配
置
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
今
般
の
地
震
で
は
大
変

た
く
さ
ん
の
方
々
が
避

難
を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
災
害
は
、
地
震
、
津
波
、

台
風
と
多
樣
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
一
次
避
難
、
二
次
避
難
、

三
次
避
難
と
い
う
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。
御
宿
町
は
比

較
的
公
共
用
地
、
広
場
等

が
た
く
さ
ん
、
し
か
も
高
台

に
も
点
在
し
て
い
ま
す
の
で
、

町
と
し
て
比
較
的
長
期
に
滞

在
、
利
用
、
生
活
で
き
る
テ

ン
ト
や
充
電
器
の
活
用
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
災
害
は
予
測
の
つ
か
な

い
状
況
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
避
難
所
で
あ
れ
ば
避
難

所
自
体
も
被
災
す
る
と
い
う

こ
と
も
想
定
で
き
ま
す
。
テ

ン
ト
で
あ
れ
ば
い
か
よ
う
に

で
も
対
応
で
き
ま
す
。
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
御
宿
町
が
広
域
災
害
を

受
け
た
場
合
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
は
非
常
に
混
迷
し

て
い
る
状
況
が
今
般
の
大
震

災
で
も
伺
え
ま
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
防
災
計
画
で
担
当

班
が
位
置
づ
け
さ
れ
、
社
会

福
祉
協
議
会
等
に
も
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。（

答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
危
険
箇
所
の
総
点
検
と

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
沢
又
橋
は
、
い
す
み
市

と
の
境
に
な
っ
て
お
り
、

御
宿
町
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

橋
脚
と
か
河
床
が
洗
掘
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

長
寿
命
化
計
画
の
前
段
の
点

検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
に
基
づ
き
、
計
画
に
盛

り
込
み
直
し
て
い
き
ま
す
。

　

春
日
神
社
入
り
口
は
、
県

道
沿
い
の
前
面
は
重
力
式

の
擁
壁
が
で
き
て
い
て
、
町

で
木
柵
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
現
地
を
精
査
し
、
対

応
が
必
要
で
あ
れ
ば
工
事
を

す
る
考
え
で
い
ま
す
。

　

交
差
点
は
交
通
安
全
協
会

等
に
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
役
場
進
入
路
、
御
宿
台

の
交
差
点
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

Ａ
信
号
機
の
設
置
は
、
町

か
ら
管
轄
す
る
警
察
署

に
要
望
し
、
警
察
署
で
検
討

の
上
、
上
申
を
し
て
、
警
察

本
部
の
交
通
規
制
課
で
判
断

を
し
ま
す
。

　

御
宿
台
交
差
点
に
つ
い
て

の
回
答
内
容
は
、
交
通
量
が

少
な
く
、
見
通
し
が
よ
い
交

差
点
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ

わ
せ
て
交
通
事
故
発
生
件
数
、

三
年
間
の
事
故
統
計
に
基
づ

き
判
断
し
た
結
果
、
現
段
階

▲御宿台の交差点

▲役場にあるＡＥＤ
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で
は
必
要
性
が
低
い
交
差
点

と
の
見
解
で
す
。

　

役
場
入
り
口
交
差
点
は
、

ま
だ
警
察
と
の
協
議
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
、
警
察
と

協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

原
発
事
故
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
に
つ
い
て

Ｑ
今
般
の
原
発
事
故
は
人

災
と
い
う
よ
り
も
政
治
災

害
の
色
調
が
強
い
と
理
解
を

し
て
い
ま
す
。
原
発
ゼ
ロ
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
転
換

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
町

の
ト
ッ
プ
と
し
て
原
発
事
故
、

ま
た
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
経

済
政
策
は
連
動
し
て
い

ま
す
。
将
来
的
に
太
陽
光
、

風
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

わ
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
考

え
ま
す
。
し
か
し
、
原
子
力

と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
を

比
較
し
ま
す
と
発
電
量
が
全

く
桁
違
い
で
す
。
経
済
成
長

を
保
ち
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
転
換
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
原
子

力
を
大
規
模
に
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
転
換
す
る
た
め
に
は

半
世
紀
近
く
の
時
を
要
す
る

で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

放
射
線
の
測
定
と
公
表

に
つ
い
て

Ｑ
産
業
面
の
中
で
農
・
海
産

物
に
つ
い
て
き
め
細
か
な

対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
の
測
定
と
公
表
に
つ

い
て

　
Ａ
放
射
性
物
質
の
海
水
調

査
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
済
み
で
す
。
ま
た
、

県
環
境
生
活
部
水
質
保
全
課

に
御
宿
町
の
デ
ー
タ
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
水
浴
場
の
砂
の
検
査
、

プ
ー
ル
、
そ
し
て
高
山
田
、

上
布
施
、
実
谷
の
水
田
の
土

壌
調
査
、
夏
野
菜
の
キ
ュ
ウ

リ
・
ト
マ
ト
、
葉
物
野
菜
に

つ
い
て
も
載
せ
て
い
き
ま
す
。

千
葉
県
の
水
産
物
・
農
産

物
に
つ
い
て
も
、
御
宿
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
異
常
値
が
出
た
場
合
、
当

該
の
事
業
者
で
あ
る
東

京
電
力
か
ら
「
仮
払
い
補
償

金
の
支
払
い
の
ご
案
内
」
で
、

個
人
事
業
主
、
法
人
へ
と
報

道
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
、
町
は
ど
う
さ

れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
東
京
電
力
か
ら
の
仮
払

い
補
償
金
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
制
度
説
明
が
あ
り
ま
せ

ん
。（

答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

誘
導
政
策
に
つ
い
て

Ｑ
今
年
当
初
、
東
北
大
学

石
田
秀
輝
教
授
の
講
演

を
賜
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
あ
る
べ
き
方
向
を
、

先
生
か
ら
提
案
を
い
た
だ
い

た
と
理
解
を
し
て
い
ま
す
。

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
地
球
資
源
、エ
ネ
ル
ギ
ー

は
有
限
で
あ
る
と
い
う

認
識
の
中
、
自
然
の
持
つ
機

能
を
い
か
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
反
映
し
、
実
現
で
き
る

か
と
い
っ
た
話
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。　
　

　

イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
や

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
の
達

成
な
ど
は
、
自
然
を
破
壊

し
、
自
然
と
決
別
し
た
中
で

産
業
振
興
を
図
っ
て
き
た
が
、

日
本
は
自
然
を
大
切
に
し
て
、

江
戸
時
代
の
文
化
と
し
て
培

わ
れ
た
粋
な
心
を
発
揮
し
、

経
済
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

　

粋
な
心
に
代
表
さ
れ
る

日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
は
今
に
生
き
る
子
供

た
ち
に
し
っ
か
り
と
植
え
つ

け
ら
れ
て
い
る
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
誘
導
政

策
は
意
義
あ
る
も
の
と
思
い

ま
す
の
で
、
研
究
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
財
政
の
見
通
し
、
本
年

度
の
歳
入
の
見
通
し
、
次

年
度
以
降
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。Ａ

平
成
二
十
五
年
度
か
ら

始
ま
る
第
四
次
基
本
構

想
を
、
本
年
度
と
二
十
四
年

度
で
作
成
し
、
実
施
計
画
で

二
十
三
年
度
か
ら
二
十
四
年

度
ま
で
の
財
政
計
画
を
示
し

▲校庭の土壌放射能量測定（布施小学校）

▲御宿町の未来を語る会
「自然を活かした未来へ繋がる環境つくり」講演会
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て
い
ま
す
。
歳
入
見
込
み
で

平
成
二
十
三
年
度
は
三
十
二

億
四
千
万
円
、
平
成
二
十
四

年
度
は
三
十
六
億
三
千
六
百

万
円
と
示
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
に

か
か
る
国
の
財
源
、
復
興
債

は
、
所
得
税
・
法
人
税
を
一

定
期
間
引
き
上
げ
る
方
針
を

政
府
が
検
討
し
て
い
る
と
報

道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
被
災

地
の
早
期
復
興
に
取
り
組
む

た
め
に
は
膨
大
な
財
政
収
入

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
、

特
別
交
付
税
や
補
助
金
等

に
影
響
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
原
発
事
故

に
よ
り
自
粛
や
風
評
被
害
が

発
生
す
る
と
と
も
に
、
節
電

や
計
画
停
電
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
町
の
主
要
産
業
で
あ

る
漁
業
、
観
光
業
や
す
べ
て

の
産
業
、
給
与
所
得
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
町
の

貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
住

民
税
も
減
少
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
流

人
口
の
減
少
に
よ
り
プ
ー
ル

等
の
施
設
使
用
料
の
減
額
や
、

雑
入
の
宝
く
じ
助
成
金
の
被

災
地
へ
の
重
点
配
分
な
ど
に

よ
る
減
少
等
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

歳
出
面
で
は
、
本
年
度

が
償
還
ピ
ー
ク
の
公
債
費
は
、

二
十
四
年
度
は
二
十
三
年
度

と
比
べ
約
五
千
万
円
減
額
と

な
る
も
の
の
、
社
会
福
祉
費

の
伸
び
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
影
響
を
見
込

む
と
と
も
に
、
今
ま
で
以
上

に
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
慎
重
な
財
政
運
営
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
旧
御
宿
高
校
跡
地
利
用

は
、
具
体
的
に
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
第
一
に
防
災
面
で
、
第

二
に
活
性
化
事
業
と
し

て
、
活
用
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
平
成
十
九
年
に

千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会

に
、
町
議
会
は
御
宿
高
校
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
福
祉

施
設
の
学
校
誘
致
に
つ
い
て

要
望
書
を
提
出
し
て
い
ま
す

が
、
県
と
し
て
は
活
用
を
考

え
て
い
な
い
と
、
全
庁
的
な

組
織
で
あ
る
県
有
財
産
活
用

処
分
促
進
委
員
会
で
審
議
を

し
て
、
財
産
処
分
に
つ
い
て

検
討
に
入
っ
て
い
ま
す
と
い

う
回
答
が
来
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
大
学
の
誘
致
の
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
進
展
し
な

か
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
御
宿
台
の
学
校
用
地
に

つ
い
て
、
先
般
の
議
会

で
町
長
は
移
管
を
受
け
る
と

言
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
つ

ご
ろ
ど
う
い
う
形
で
行
う
の

か
、
用
地
に
つ
い
て
今
後
ど

の
よ
う
な
計
画
を
持
っ
て
い

る
の
か
。

　

保
育
園
児
を
持
つ
お
母
さ

ん
方
か
ら
陳
情
が
あ
っ
た
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
整

備
し
て
保
育
園
と
す
る
と
。

そ
れ
か
ら
、
高
齢
者
が
集
う

防
災
を
兼
ね
た
複
合
施
設
に

す
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
だ

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
の
今
後
の
経
過
と
考
え

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
御
宿
台
の
小
学
校
用
地

は
、
町
長
か
ら
二
十
三

年
度
中
に
移
管
を
受
け
る

よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
手
の
企
業
に
も
そ
の
よ
う

に
伝
え
て
い
ま
す
。
利
用
計

画
等
は
、
夏
前
ま
で
に
内
部

協
議
で
ど
う
い
う
案
が
あ
る

か
ま
と
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

行
政
区
に
も
九
月
ま
で
に
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
と
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ａ
保
育
所
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
御
宿
と
岩
和
田

保
育
所
と
の
合
併
と
い
う
形

で
耐
震
が
棚
上
げ
に
な
っ
て

い
る
経
過
を
踏
ま
え
て
、
今

後
も
複
合
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

産
業
（
観
光
）
理
念
の

再
構
築
に
つ
い
て

Ｑ
イ
ベ
ン
ト
時
に
お
け
る
避

難
誘
導
計
画
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

Ａ
海
岸
部
の
避
難
誘
導
看

板
や
海
水
浴
場
の
津
波

避
難
計
画
、
そ
し
て
海
水
浴

場
開
き
、
町
営
プ
ー
ル
の
開

設
に
合
わ
せ
て
お
客
さ
ん
を

含
め
管
理
者
全
員
で
、
消
防
、

警
察
、
海
上
保
安
庁
な
ど

の
協
力
に
よ
り
、
地
域
住
民

自
由
参
加
の
避
難
訓
練
を
実

施
し
、
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

観
光
客
の
誘
導
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
津
波
避
難
計
画
を

骨
子
と
し
て
考
え
て
い
る
た

め
、
早
急
に
作
成
し
、
イ
ベ

ン
ト
ご
と
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

▲岩和田漁港の浚渫工事

▲プール開きでの修祓式
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第 2 回 定例会
日程第2号　（6月17日）

　

報　

告

　

ア
カ
プ
ル
コ
市
「
日
本
広
場
」
に
日
墨
友
好
の
碑
建
設
助
成
や
町
有
地

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の
旧
社
会
福
祉
協
議
会
跡
地
舗
装
、
町
有
地
管

理
に
係
る
乗
用
草
刈
り
機
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
購
入
、
天
然
記
念
物
ミ
ヤ
コ
タ

ナ
ゴ
の
棲
息
地
の
環
境
保
全
や
保
護
増
殖
に
努
め
る
環
境
整
備
事
業
、
漁

獲
量
の
安
定
を
図
る
た
め
の
漁
礁
設
置
や
カ
ジ
メ
の
利
活
用
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
う
事
業
、
町
内
の
観
光
回
遊
、
周
遊
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
交
流

人
口
の
増
加
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
マ
ッ
プ
作
成
事
業
や
各
観
光
駐
車

場
に
サ
イ
ン
看
板
を
設
置
す
る
事
業
な
ど
に
つ
い
て
契
約
額
や
財
源
を
踏

ま
え
、
繰
越
を
行
な
い
ま
し
た
。

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　

平
成
二
十
一
年
二
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
、
教
育
長
の
給
料
の
月
額
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
減
じ
た
額
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
四
月
に
教
育
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
七

月
一
日
か
ら
同
額
を
減
じ
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

教
育
長
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
踏
ま
え
、
現

在
、
町
に
は
い
ま
せ
ん
が
一
般
職
の
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
、
仕
事
と
育

児
の
両
立
を
図
ら
れ
る
勤
務
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

報告 1 件、条例改正 3 件を可決、補正予算 1 件は修正動議による修
正可決、議員発議による委員会の条例改正 1 件を可決しました。

▲旧社会福祉協議会跡地舗装（公民館前）

　

条
例
改
正

　

地
方
税
法
施
行
令
の
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
が
見
直
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
と
関
係
条
文
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

御
宿
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る　
　
　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
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第 2 回 定例会
日程第2号　（6月17日）

　平成２３年度御宿町一般会計補正予算（第３号）は、大震災で配布した防災備蓄品の補充や避難
誘導看板の設置など防災関連費について、旧御宿高校の施設購入費（公有財産購入費）、堺川生活
排水処理施設に係る管理経費、県のモデル事業として採択された里山づくり活動の支援等について
の補正を行うため、議会に上程されました。この補正予算は公有財産購入費を除き、修正可決され
ました。

補正予算 平成２３年度 御宿町一般会計補正予算（第３号）

議員発議

補正予算に対する修正動議！
白鳥時忠議員から修正動議が提出され、２人以上の賛成があるため動議
は成立。直ちに日程に追加し、審議が行われました。

議案第４号 平成２３年度御宿町一般会計補正予算第３号に対する修正動議

発議者　白鳥時忠　　賛成者　伊藤博明・松﨑啓二・中村俊六郎・式田孝夫・小川　征

（提案理由）
　只今提出致しました一般会計補正予算第３号のうち公有財産購入費２，５６０万円に対し
て本予算からの削除を求める動議の趣旨説明をさせていただきます。
　旧御宿高校跡地に関しては、まちづくり推進委員会で使用目的について調査・研究いたし
ました。御宿町民にも広く意見を募集し検討いたしましたが、募集した意見にもまちづくり
推進委員会でも購入に値する結論は出ませんでした。
　役場職員への購入に対してのアンケートでさえ購入に対しては将来の財源負担も考慮し、
慎重に考えたほうがよいという様な意見が大半でした。例えば20～30年後の建物撤去費用に
よる財政負担が重荷になる、町に施設を購入する資金があるとは思えない、起債で購入した
場合でも、かなりの改修費用がかかる等の意見が長年御宿町行政を担ってきた職員の声とし
てアンケートに掲載されています。そして議会でも議員協議会、全員協議会で購入に対して
の説明が行われましたが、議会の意見として目的が明確になるまでは慎重に議論し使用目的
が決定されてから購入に関しての議案を出すべきではないかという考えの議員が大半を占め
ました。
　議会としては石田町長に対して目的が明確になるまで旧御宿高校跡地購入は慎重に検討し
たほうがよいという事を再三にわたり進言しましたが、聞きいれられず、今回の補正予算に
計上されました。
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　提出理由として千葉県から御宿高校跡地購入の判断を23年度中にして欲しいという意向に
沿って手続きした場合、６月定例会でなければ間に合わないという石田町長からの説明があ
りましたが、説明に反して千葉県からは23年度中が望ましいという意向であって断定するも
のではないとの事でした。つまり、６月定例会でなければ間に合わないという理由がどこにあ
るのでしょうか。
　また、石田町長は購入にあたっての議会からの質問に３つの点を挙げました。
１つは、防災の拠点として活用したい。２つ目は、避難所として活用したい。３つ目は校舎、
マネジメントハウス、グラウンド等は福祉、文化、教育の面で広く将来に渡って活用してい
きたいという説明がありました。まず防災の拠点ですが、防災の拠点は御宿町役場であり、
仮に拠点を分散するということであれば御宿町地域防災計画の抜本的な見直しを求められま
す。そして100名に満たない職員では対応できるのか疑問に思います。次に避難所としての活
用を考えるという事ですが、千葉県との災害協定を結べば、購入しなくても、旧御宿高校跡
地は災害の際の避難所として使用できます。しかしながら、避難所として懸念されるのが、
津波が来た場合、清水川が決壊し、進入路が水没する懸念があります。旧御宿高校跡地を目
指したが為に、事故に巻き込まれることもあります。また、地震ハザードマップ、揺れやすさ
マップ、液状化危険度マップでも危険地域に示されています。次に校舎、マネジメントハウ
ス、グラウンドの活用についてですが、これについてはまったく具体性がなく、今後検討して
いくという事です。
　御宿高校跡地取得に伴う諸経費の試算が出されましたが、２，５００万円の必要経費が計上さ
れましたが、これはあくまでも最低限の修繕で、実際工事をしてみないと分からないところ
があり、あまりにも不明確であること。
　また年間の維持経費が１，０００万円かかります。町長は町政マニフェストの中で町民の皆様
とのお約束４年間で実行します、このように書いてあります。例えば中学生までの医療費無
料化に取り組みます。障害者福祉を充実します等、旧御宿高校跡地の維持経費１，０００万円で
町長のマニフェストの推進が出来ると思います。石田町長は自分の掲げる町政マニフェスト
に対する考えが崩壊しているのではないかと思います。そして毎年の維持経費による負担は
御宿町財政に重くのしかかり危機的状況を招くことでしょう。
　以上が町長の購入に対しての説明と私の問題点の指摘であります。
国・県・及び御宿町財政が逼迫している中、目的が明確でないにもかかわらず、あまりにも唐
突に本案件を上程すること、今後長期に渡り歳入の減収が見込まれる中、また東日本震災復
興による影響で御宿町は来年度以降、国からの交付税の減収が予想される中での２，５６０万円
という多額な事業費を、利活用目的があいまいなまま将来的な先行投資に使用すること、防
災計画全体に対し、場当たり的であいまいなままでの理由づけは町民に対して不安を与える
ばかりであると思います。さらに御宿町には広大な公共用地が他にあるにもかかわらず購入
すること、基本計画、実施計画との協議がされていないことなど、すべてにおいて事業内容
が十分精査されていないと考えます。議会も、職員も町民も慎重に考えるべきとの進言を再
三しているにもかかわらず、貴重な財源を使って旧御宿高校跡地を購入する事を現状では認
めるわけにはいきません。よって本予算からの削除を求めます。

用語解説：修正動議
原案に対し、議員が修正の案をもって提出する動議。
修正案が可決された場合には、原案のうち当該部分
について採決の余地はなくなる。

▲第２回 定例会
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修正動議に対する討論！
議案第４号 平成 23 年度御宿町一般会計補正予算第３号に対する修正
動議について、討論が行われました。（この修正動議は補正予算のうち
旧御宿高校を購入するための公有財産購入費の削除を求めるものです。）
修正動議は採決の結果、賛成多数で可決されました。

　平成23年度一般会計補正予算（第３号）に対して出されました修正動議に対して、反対の
立場から意見を述べさせていただきたいと思います。
　私自身御宿に住んでいながら、今問題となっています旧御宿高校の敷地に足を踏み入れた
のは、この県からの払い下げの話が出てから議会で行なった現地視察が初めてでございまし
た。その印象はまず「広いな～。でかいな～。高いな～。」でございました。一番表側に近い
教室棟の最上階に上って見えた景色は、こんな景色が御宿にあったのか・・・との驚きを覚
えたのを記憶しております。
　部田前の耕地とＪＲの線路先に続く御宿市街地、そして、網代湾からその先に続く太平洋
へと、まさに一望で俯瞰できるではありませんか。この教室で学んでいた高校生たちは、こ
の景色のすばらしさを本当に享受していたんだろうかとか、これが学校施設でなかったら物
すごい価値であろうという驚きでございました。そして３月１１日の大震災。この日を境に
日本人の意識が大きく揺さぶられたのです。幸いにもこの御宿町は、この大震災の被害は軽
微で済んでおります。しかし収束先が見えない、制御不能に陥った原発トラブルの原因も含
め、「想定外で…」とか、「まさかそんなこと…」と言っていた権威ある発言が、今まさに厳
しく糾弾される現実があります。
　１，２００年前に東北で起きた、ほぼ今回と同じ規模だったと言われる貞観地震を初め、歴史
的に検証された大地震は、以後３０年以内に、必ず日本列島の至るところで大地震や火山の噴
火を引き起こしている、という事実が新聞報道されていました。かつて御宿の大津波のデー
タからは、８メートルが基準のように意識されていますが、これをはるかに超える大津波がこ
の町を、それも遠くない将来に襲うかもしれない可能性が大いにあり得るのです。
　昨日の一般質問に対する石田町長の答弁では、この取得に関し、防災に対しての備えを
一とし、二として地域の活性化に寄与するという話がありました。思うにこの二の部分が具
体的でないというところに、結論を今出せないぞという疑義を生じさせたのではないかと推
察するところであります。昨日の一般質問の中で貝塚議員が、岩手県の葛巻町の例えを出し
て、町活性化への取り組み姿勢を鼓舞しておりましたのでさっそく調べてみましたところ、
人口は７，０００人ちょっとで当町と大差がなく、ただ面積は御宿の２０倍近く。ただただ広く、
新幹線や高速道路からはかなり遠い交通のへき地とのことでございました。厳冬期には交通
網がないということもあり、観光には向かないという地だそうです。その葛巻町が今全国から
注目されているということなのです。
　その注目されている事例成果は、広い面積を利用した牛の放牧委託事業と、ワイン製造及
び古民家を使ったサービス業と、自然エネルギーでの発電事業だそうです。発電は風力を始
めバイオマス発電等で、町の必要電力の１８０パーセントを起電し、余りを売電に回している
のだそうです。ここから私たちが学ばなくてはいけないのは、冬厳しい東北の山間交通へき
地で、特に恵まれた資源がない中でも、今ある環境を何とかして自分たちの将来、地域の将

反対討論　大地達夫 議員
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来に向けて活用できないかという、マイナス部分をも自前の取り組みの中で昇華してしまった
本気度ではないでしょうか。
　現実的な話として、町の財政状況は決して左うちわではないだろうというのは、住民ほとん
どが理解していることだろうと思いますが、今回県から提示された金額は、不動産的な価値か
ら言っても、破格の好意的な金額です。「広いな～。でかいな～、高いな～。」のこの施設を
使って、御宿の将来に新たな何を描けるのか。どれだけの交流人口を呼び込めるのか。どれ
だけの雇用を生み出せるのか。今まさに、御宿の将来に対する我々の本気度が試されている
のではないでしょうか。
　以上の観点から、この取得を是とし、修正動議に反対するものです。

賛成討論　中村俊六郎 議員

　平成23年度一般会計補正予算（第３号）に対して出されました修正動議に対して賛成の立場
から意見を申し上げます。
　バブル経済崩壊以降、景気は後退し、回復が見込まれない状況の中で民間経営も疲弊し雇用
条件も悪化するばかりです。その上、3.　11の東北地方太平洋沖地震や福島原発による影響や避
難対策など、行政が抱える課題は日ごとに増えております。また、御宿町の状況を見れば、少子
高齢化による各種制度の下支えとなる人口の減少や団塊の世代の退職など、産業も乏しく高齢
化の著しい当町にあっては、他に収入源となる財源も厳しく町財政は非常に逼迫したなかにあ
ります。さらに県下１位となる高齢化率による福祉対策など喫緊の課題も多くなっており、果た
して町財政の健全化がいつまで保たれるのか、町執行部のみならず議会としても非常に心配し
ているところにあって、突然何の計画もないまま、旧御宿高校用地の購入という結論が石田町長
から議会へ示されました。
　跡地については、議会においても数度の説明協議がなされましたし、一般町民の皆さんや役
場職員による意見聴取も実施されたなかにあって、大半の方々の意見が見合わせる必要がある
というアンケート結果が出ているにもかかわらず、石田町長は事業を実施しようとしております。
　石田町長は、「町民の皆さんとのお約束４年間で実行します」といいながら、自己の都合のよ
い解釈でマニフェストを先送りにしたばかりか、目先の都合だけで進んでおります。今回の高校
跡地用地の購入にあたっても多くの関係者が将来計画の有無を確認してもいまだに目的も示さ
ず、従来から懸案となっております旧岩和田小学校用地、天の守町有地の有効活用においても
目途がたっていないのが実情ではありませんか。
　町長が唱える住民との協働や自身のマニフェストに書かれている、町民の皆さんの意見に耳
をかたむけるという町長の姿勢は約３年間の町政運営で180度変わってしまったのでしょうか。
　このような計画性のない行財政運営を重ねていけば、必ず危機的な状況が生まれます。議会
や町民の声を聞かず独断的な手法で、町民にきちんと説明もないまま進めば、ゆるやかではあり
ますが危機的な状況変化に気づかないまま最後は破滅へと向かうのは必定です。町民は町の将
来がみたいのです。きちんとした設計根拠に基づく御宿の将来像をみせて、町づくりの実現の
ために町民と協働する。それをみせるのが政治ではないでしょうか。
　現状の町政運営は事業の必然性や町民が安心した生活を実現するための施策に乏しく、目先
の雰囲気だけの判断を強制的に実行するという感はぬぐえません。このままの行政運営では、町
民の知らないうちに財政破綻にもなりかねません。
　以上のような理由から、本補正予算の見直しをすべきと判断し、修正動議に賛成といたします。
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賛成討論　石井芳清 議員

　旧御宿高校を購入する予算を減じる修正予算案に対し、賛成の立場から意見を申し上げます。
１．財政
　財政計画では、昨年が年間を通じて徴税でマイナス５パーセント、今年度が当初予算でマイ
ナス６パーセント、しかも震災後の経済状況の中でさらに下回ることが考えられる。国も同様に
震災復興に１２兆円規模を超える財政出動が想定されており、景気の落ち込みもあり、町への
交付金や補助金等も減じることが予想される。
　中学校の体育館の建設は、本来であれば教育棟と一緒に建設すべきであったものを、小学校
の耐震化が求められる財政上の理由から５年たった今でも、子供たちに満足な教育環境が提供
できていない。しかもこの間、政府民主党の活性化対策などの新たな交付金枠を活用して、１年
でも半年でも前倒しできないかという議員の提案にも、準備不足もあり当初計画のまま来年度着
工予定となっている。
　本年度の一般会計予算は、３２億円を超えるなど近年になく多額となっているが、購入だけで
２，５６０万円、利用には初期費用で２，５００万円が見込まれ、教育長の給料の３割カットを求める
ほど財政が逼迫している中、利用の明確になっていないものに財政出動する状況にはなく、活
性化どころか町民サービスの低下を招く事態が想定される。
２．防災
　旧御宿高校は、現在も避難場所として利用できる状況であり、仮に第三者に渡っても町内の
マンションを初め多くの事業所には防災協定での協力がなされており、これまでの経過も考え
るなら、引き続き避難場所として利用できるものと考えられる。また、津波等の大規模災害時に
は、久保川や清水川の久保橋の通行の危険が予想され、線路から海側の住民の一時避難に適さ
ないと考えられる。町は、高台等にたくさんの土地を持ち、現状では大型テントなどを整備する
ことにより、町内でのさまざまな災害への対応や町外の災害支援の貸し出しにも有効であると考
えられる。何よりも房総地域には千葉県の防災センターがなく、旧高校跡地は県の所有であるの
で購入の必要がなく、町として整備を要望することも検討すべきである。
３．緊急性
　まず、第一に中学校の体育施設整備の確定を急ぐ必要がある。同時に、津波の危険から保育
所を高台へ移転してほしいという要望や、高齢者の集う拠点と避難所ともなっている御宿町地
域福祉センターの老朽化による改修が求められている。このような検討は緊急を要する課題で
あり、本件よりも優先されるべきと考える。あったらいいなではなく必要なもの、また、現在あ
るものを充分に活用することこそ、今の御宿町に必要な判断基準であることを指摘させていた
だいて、賛成討論といたします。

　平成１８年の地方自治法改正により常任委員会の兼務が可能であることから、議会の活発化につ
なげることを目的に１人が２つの常任委員会に属することとしました。（総務委員会・産業建設委
員会・教育民生委員会に所属する議員数がそれぞれ４名から８名となります。）
　この条例は平成23年10月１日から施行されます。

議員発議 御宿町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定
について
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議会事務局メールアドレス　gikai@town-onjuku.jp　　☎ 0470（68）2515
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＊町ホームページがリニューアルされ、トップページ、課の紹介・議会事務局から議会情報等がご覧い
　ただけますので、ご利用ください。　　町ホームページアドレス　http://www.town.onjuku.chiba.jp/　

手続き簡単。
３階で住所と名前を書くだけです。

皆さん傍
聴に来て下さい

次回の定例会、臨時会については町ホームページ等
でお知らせいたします。

　石井芳清議員は 18 年以上にわたり、式田
孝夫議員は 11 年以上にわたり、地域住民の
負託を受け議会活動を通じ、町発展のために
尽力された功績により、千葉県町村議会議長
会から表彰を受けました。
　平成 23 年第２回定例会で表彰の伝達が行
われました。

▲式田孝夫議員、石井芳清議員

千葉県町村議会議長会
表彰規程に基づく町村議員表彰

おめでとうございます

予定　9月1日（木）から

御宿町議会議員
一般選挙のお知らせ

◎平成23年9月30日（金）の任期満了
　に伴うものです。

告示日　平成２３年９月１３日（火）
投票日　平成２３年９月１８日（日）


